
小こ
み
ぞ溝
泰や

す
よ
し義
平
和
首
長
会
議
事

務
総
長
（
本
財
団
理
事
長
）
は
、

昨
年
十
一
月
、
タ
イ
・
バ
ン
コ

ク
市
、
チ
ェ
ン
マ
イ
市
及
び
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
フ
リ
マ
ン
ト

ル
市
、
シ
ド
ニ
ー
市
を
訪
問
し
、

リ
ー
ダ
ー
都
市
へ
の
就
任
要
請

に
係
る
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、

地
域
で
の
平
和
首
長
会
議
の
取

組
の
拡
大
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
ま
た
、
赤
十
字
や
、
海

外
で
被
爆
体
験
証
言
活
動
等
を

行
う
被
爆
者
、
大
学
の
平
和
関

連
の
研
究
セ
ン
タ
ー
、
平
和
Ｎ

Ｇ
Ｏ
等
と
今
後
の
連
携
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
訪
問
地
の
日
本
国

在
外
公
館
を
訪
れ
、
各
地
域
で

の
平
和
首
長
会
議
加
盟
都
市
の

取
組
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

小
溝
事
務
総
長
の
主
な
用
務

は
次
の
と
お
り
で
す
。

十
一月
十
一日
（
月
）

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
市
で
は
、

佐さ
と
う藤
重し

げ
か
ず和
駐
タ
イ
日
本
国
特
命

全
権
大
使
と
面
会
し
、
タ
イ
と

マ
レ
ー
シ
ア
を
拠
点
と
し
た
平

和
首
長
会
議
の
活
動
の
活
発
化

に
つ
い
て
説
明
し
、
支
援
を
要

請
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
ア
モ
ン
・
キ
チ
ャ

ウ
ェ
ン
ク
ル
副
知
事
と
面
会
し
、

リ
ー
ダ
ー
都
市
へ
の
就
任
を
依

頼
す
る
と
と
も
に
、
平
和
首
長

会
議
の
活
動
の
活
発
化
に
つ
い

て
協
議
し
、
平
和
な
未
来
を
構

築
す
る
上
で
の
青
少
年
の
交
流

の
重
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
数
年
前
か
ら
チ
ェ
ン

マ
イ
市
と
行
き
来
し
て
証
言
活

動
を
続
け
て
い
る
長
崎
市
被
爆

者
の
計は
か
り
や屋

道み
ち
お夫

氏
と
面
会
し
、

海
外
で
の
証
言
活
動
に
つ
い
て

意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

十
一月
十
二
日
（
火
）

チ
ェ
ン
マ
イ
市
を
訪
れ
、
ス

ウ
ォ
ム
チ
ャ
イ
・
メ
ー
ソ
ム
サ
ク

デ
ィ
市
長
代
理
と
面
会
し
、
平

和
首
長
会
議
の
活
動
の
活
発
化

ペティット・フリマントル市長（右）にリーダー都市就任を要請

インターネットでは、本財団ホームページ（上記ＵＲＬ）から、カラー写真掲載のウェブ版機関誌がご覧になれます。
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に
向
け
て
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

次
に
、
藤ふ

じ
い井
昭あ

き
ひ
こ彦
在
チ
ェ
ン
マ
イ

日
本
総
領
事
と
面
会
し
、
海
外
で
の

被
爆
者
に
よ
る
証
言
活
動
の
状
況
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
、
原
爆
展
の
開

催
や
平
和
首
長
会
議
へ
の
加
盟
要
請

活
動
等
へ
の
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中な
か
い井

仙せ
ん
じ
ょ
う

丈
チ
ェ
ン
マ
イ
大

学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長
と
面

会
し
、「
広
島
・
長
崎
講
座
」
の
開

設
や
原
爆
資
料
展
示
、「
光
の
肖
像
」

展
の
開
催
に
向
け
た
協
力
に
つ
い
て

協
議
を
し
ま
し
た
。

十
一月
十
三
日
（
水
）

バ
ン
コ
ク
市
に
戻
っ
た
小
溝
事
務

総
長
は
、
ウ
ィ
ラ
サ
ッ
ク
・
フ
ー
ト

ラ
ク
ン
元
駐
日
タ
イ
特
命
全
権
大
使

と
面
会
し
、
タ
イ
と
広
島
と
の
平
和

に
関
す
る
青
少
年
交
流
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
タ
ノ
ン
・
ビ
ダ
ヤ
元
タ

イ
財
務
大
臣
と
面
会
し
、
被
爆
者
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
次
世
代
へ
の
継
承
を

始
め
、
青
少
年
交
流
や
タ
イ
の
国
内

情
勢
な
ど
、
幅
広
く
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
平

和
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ス
リ
チ
ャ
イ
・
ワ

ン
ケ
ー
オ
所
長
と
面
会
し
、
自
治
体

レ
ベ
ル
、
市
民
レ
ベ
ル
で
平
和
の
意
識

を
高
め
て
活
動
す
る
こ
と
の
重
要
性
や
、

大
学
の
事
業
と
平
和
首
長
会
議
の
取
組

と
の
連
携
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

十
一月
十
四
日
（
木
）

タ
イ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
移

動
し
た
小
溝
事
務
総
長
は
、
パ
ー
ス

市
で
舩ふ
な
や
ま山

光こ
う
い
ち一

在
パ
ー
ス
総
領
事
と

面
会
し
、
パ
ー
ス
市
や
西
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
州
情
勢
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
管
轄
区
域
内
の
自
治
体
の
平
和

に
関
す
る
取
組
等
の
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

続
い
て
、
フ
リ
マ
ン
ト
ル
市
の
ブ

ラ
ッ
ド
・
ペ
テ
ィ
ッ
ト
市
長
を
訪
ね
、

平
和
首
長
会
議
の
リ
ー
ダ
ー
都
市
へ

の
就
任
を
要
請
し
ま
し
た
。
同
市
長

か
ら
は
前
向
き
に
検
討
し
た
い
旨
の

回
答
が
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
都
市
と
し

て
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
面
会
に
は
、

昨
年
八
月
の
平
和
市
長
会
議
総
会
に

市
長
代
理
と
し
て
出
席
さ
れ
た
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
グ

ラ
モ
ー
ガ
ン
氏
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ポ

ー
氏
が
同
席
さ
れ
ま
し
た
。

十
一月
十
五
日
（
金
）

シ
ド
ニ
ー
市
で
は
、
小こ
ば
や
し林
敏と

し
あ
き明
在

シ
ド
ニ
ー
総
領
事
代
理
と
面
会
し
、

被
爆
者
の
高
齢
化
に
伴
う
被
爆
体
験

継
承
の
課
題
や
、
平
和
首
長
会
議
の

地
域
グ
ル
ー
プ
化
に
つ
い
て
説
明
し
、

支
援
を
依
頼
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
ロ
ビ
ン
・
ケ
ミ
ス
副
市

長
と
面
会
し
、
同
市
の
平
和
の
取
組

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
今
後
の
共

同
事
業
の
可
能
性
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

十
一月
十
六
日
（
土
）

国
際
赤
十
字
・
赤せ
き
し
ん
げ
つ

新
月
運
動
代

表
者
会
議
に
出
席
さ
れ
て
い
た
ア
ラ

ン
・
エ
シ
ュ
リ
マ
ン
赤
十
字
国
際
委

員
会
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
・
大

洋
州
担
当
事
業
局
長
と
面
会
し
、
赤

十
字
と
の
協
力
関
係
強
化
を
依
頼
し

ま
し
た
。

ま
た
、
メ
ル
ボ
ル
ン
在
住
で
平
和

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
・

ピ
ー
ス
代
表
の
松ま
つ

香か

ず

よ
寿
代
・
プ
レ
ス
ト

ン
氏
と
面
会
し
、
同
団
体
の
活
動
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

十
一月
十
七
日
（
日
）

シ
ド
ニ
ー
在
住
の
被
爆
者
で
絵
本

作
家
の
森も
り
も
と本
順じ

ゅ
ん
こ子
さ
ん
と
面
会
し
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
、
平
和
首
長
会
議
の
取
組
に
つ

い
て
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
運

動
代
表
者
会
議
を
傍
聴
し
、
ペ
ー
タ

ー
・
マ
ウ
ラ
ー
赤
十
字
国
際
委
員
会

総
裁
や
近こ
の
え衞

忠た
だ
て
る煇

日
本
赤
十
字
社
社

長
な
ど
と
挨
拶
を
交
わ

し
ま
し
た
。

十
一月
十
八
日
（
月
）

シ
ド
ニ
ー
大
学
平
和

紛
争
研
究
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
、
ケ
ン
・
マ
ク

ナ
ブ
所
長
始
め
、
同
セ

ン
タ
ー
教
員
四
名
と
面

会
し
ま
し
た
。
面
会
で

は
、
赤
十
字
等
の
国
際

組
織
と
の
連
携
な
ど
平

和
首
長
会
議
の
取
組
を

説
明
し
、
意
見
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、
シ
ド

ニ
ー
大
学
で
の
「
広
島
・

長
崎
講
座
」
の
開
設
を

要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
五

日
に
か
け
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

シ
ド
ニ
ー
市
の
シ
ド
ニ
ー
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
た

赤
十
字
・
赤
新
月
社
総
会
会
場
に
お

い
て
、
平
和
首
長
会
議
原
爆
ポ
ス
タ

ー
展
を
開
催
し
、
併
せ
て
、「
核
兵

器
禁
止
条
約
」
の
交
渉
開
始
等
を
求

め
る
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

（
平
和
連
帯
推
進
課
）国際赤十字・赤新月社総会会場にて平和首長会議原爆ポスター展を開催

アラン・エシュリマン赤十字国際委員会東アジア・
東南アジア・大洋州担当事業局長（左）と面会
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ク
ロ
ア
チ
ア
の
首
都
ザ
グ
レ
ブ
市

に
お
い
て
、
平
成
二
十
五
年
（
二
○

十
三
年
）
九
月
十
日
か
ら
十
月
六
日

ま
で
、
ま
た
、
同
国
沿
岸
部
の
ビ
オ

グ
ラ
ー
ド
・
ナ
・
モ
ル
市
に
お
い
て
、

同
年
十
月
十
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま

で
、「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）
か
ら

平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）
に
か
け

て
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
か
ら
の
独
立

を
求
め
て
紛
争
の
あ
っ
た
ク
ロ
ア
チ

ア
は
、
過
去
の
戦
争
体
験
を
も
と
に
、

平
和
な
世
界
の
実
現
に
向
け
て
活
動

す
る
国
の
一
つ
で
す
。
今
回
、
人
口

五
千
人
余
り
の
小
都
市
な
が
ら
平
和

首
長
会
議
の
副
会
長
都
市
と
し
て
積

極
的
に
活
動
し
て
い
る
同
国
の
ビ
オ

グ
ラ
ー
ド
・
ナ
・
モ
ル
市
の
協
力
を

得
て
、
同
市
に
加
え
、
首
都
の
ザ
グ

レ
ブ
市
で
も
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ザ
グ
レ
ブ
市
の
科
学
博
物
館
で
開

催
し
た
原
爆
展
で
は
、
同
館
職
員
の

す
ば
ら
し
い
取
組
み
に
よ
り
、
パ
ネ

ル
や
被
爆
資
料
の
印
象
的
な
展
示
が

行
わ
れ
、
約
二
千
人
の
来
場
者
に
被

爆
の
実
相
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
そ
し
て
、
最
終
日
の
十
月
六

日
に
は
、
被
爆
者
の
寺て

ら
も
と本
貴た

か
し司
さ
ん

の
被
爆
体
験
証
言
を
聞
い
て
い
た
だ

く
場
を
設
け
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

多
く
の
市
民
の
方
々
が
来
場
し
、
立

ち
見
の
聴
講
者
も
出
ま
し
た
。
中
に

は
、
涙
を
浮
か
べ
て
話
を
聞
い
て
い

る
方
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
質
疑
応

答
の
際
に
、
報
復
で
は
な
く
和
解
の

心
で
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和

の
実
現
が
重
要
で

あ
る
と
、
寺
本
さ

ん
が
呼
び
か
け
る

と
、
大
き
く
頷う

な
ず

く

聴
衆
の
姿
も
あ
り

ま
し
た
。

ビ
オ
グ
ラ
ー
ド
・

ナ
・
モ
ル
市
で
の

原
爆
展
で
も
、
市

民
や
観
光
客
な
ど
延
べ
約
五
百
人
の

来
場
者
が
、
熱
心
に
時
間
を
か
け
て

見
学
し
て
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
は
、「
今
回

の
原
爆
展
を
見
て
非
常
に
衝
撃
を
受

け
た
。核
兵
器
は
廃
絶
す
る
べ
き
だ
」

「
教
育
的
で
た
め
に
な
る
内
容
だ
っ

た
」
と
い
っ
た
原
爆
展
を
高
く
評
価

す
る
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
平
和
記
念
資
料
館 

啓
発
課
）

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
で
は
、
被
爆
者
の
高
齢
化
が

進
む
な
か
、「
被
爆
の
記
憶
を
体
験

記
に
残
し
た
い
け
ど
、
自
分
ひ
と
り

で
は
文
章
に
ま
と
め
ら
れ
な
い
」
と

い
う
方
の
た
め
に
、
被
爆
体
験
記
執

筆
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
祈
念
館
職
員
が
自
宅
等
に

出
向
い
て
、
被
爆
体
験
を
聞
き
取

り
、
体
験
記
と
し
て
ま
と
め
る
も
の

で
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
、

平
成
二
十
四
年
度
ま
で
に
八
十
一
人

の
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
平
成

二
十
五
年
度
は
十
二
人
の
聞
き
取
り

を
行
い
、
順
次
、
被
爆
体
験
記
を
完

成
さ
せ
、
館
内
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
画
展
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
、
多
言
語
化
、
公
的
機
関
へ
の
提

供
等
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

被
爆
者
に
と
っ
て
、
六
十
八
年
前

の
体
験
は
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に

脳の
う
り裏

か
ら
離
れ
る
こ
と
が
な
く
、
被

爆
当
時
の
悲
惨
さ
を
記
憶
の
奥
か
ら

絞し
ぼ

り
出
す
よ
う
に
語
ら
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、
今
ま
で
心
の
奥
底

に
秘
め
て
い
た
、
思
い
出
し
た
く
な

い
体
験
で
す
が
、
後
世
に
残
す
こ
と

が
自
分
の
使
命
だ
と
し
て
、
応
募
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
執
筆
を
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
髙た
か

松ま
つ

勝
ま
さ
る 

さ
ん
（
当
時

十
七
歳
）
の
被
爆
体
験
記
（
抜
粋
）

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

髙
松
さ
ん
は
、
勤
務
先
で
あ

る
広
島
陸
軍
兵
器
補
給
廠し
ょ
うで

被

爆
し
、
そ
の
後
、
遺
体
を
運
ぶ

作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。

…
…
亡
く
な
っ
た
人
々
を
ト

ラ
ッ
ク
へ
積
む
の
が
私
の
仕
事

で
し
た
。
手
袋
が
な
い
の
で
素

手
で
運
び
ま
し
た
。
皮
膚
が
や

け
ど
で
ズ
ル
ズ
ル
に
な
っ
て
い

て
、
体
を
持
ち
上
げ
よ
う
と
す

る
と
皮
が
ズ
ル
ー
ッ
と
む
け
ま

す
。
そ
の
と
き
の
臭
い
が
き
つ

く
、
ご
飯
を
食
べ
る
時
も
そ
の
臭
い

が
手
に
残
っ
て
い
る
よ
う
で
鼻
に
つ

き
、
手
に
紙
を
巻
い
て
食
べ
た
り
し

ま
し
た
。
７
日
以
降
は
、
こ
の
よ
う

に
亡
く
な
っ
た
人
々
を
運
ぶ
活
動
を

し
て
い
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま

れ
た
死
体
は
、
学
校
へ
運
ば
れ
、
兵

隊
さ
ん
が
油
を
か
け
て
焼
い
て
い
ま

し
た
…
…

当
館
で
は
、
こ
の
事
業
に
よ
る
も

の
を
含
め
、
現
在
、
約
十
三
万
編
の

被
爆
体
験
記
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
館
い
た
だ
き
、
被
爆
者

の
「
こ
こ
ろ
」
と
「
こ
と
ば
」
に
ふ

れ
て
く
だ
さ
い
。

（
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
）聞き取りの様子

被爆資料を見つめる来館者
（於：ザグレブ市科学博物館）

被
爆
体
験
記
の

執
筆
を
お
手
伝
い

し
て
い
ま
す

ク
ロ
ア
チ
ア
で
の

ヒ
ロ
シ
マ・

ナ
ガ
サ
キ
原
爆
展
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運
命
の
日
、
広
島
二
中
で
は

被
爆
時
、
私
は
広
島
県
立
第
二
中
学
校

（
広
島
二
中
）
の
二
年
生
で
十
四
歳
で
し

た
。
当
時
、
広
島
二
中
で
は
三
年
生
以
上

は
学が

く
と徒
動ど
う
い
ん員
で
軍ぐ
ん
じ
ゅ需
工
場
な
ど
に
働
き
に

行
き
、
学
校
に
は
一
年
生
と
二
年
生
し
か

残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
一
、二
年
生
は
、
夏
休
み
中
で
も

授
業
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
、
学
校
の

授
業
と
建た

て
も
の物

疎そ
か
い開

作
業
に
交
互
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。
建
物
疎
開
と
は
、
市
内
中
央

部
で
行
わ
れ
て
い
た
家
屋
の
解か

い
た
い体
作
業
で
、

空く
う
し
ゅ
う
襲
に
備
え
、
防
火
帯
を
造
っ
て
い
た
の

で
す
。

そ
の
建
物
疎
開
作
業
に
は
、
市
内
の

全
部
の
中
学
校
と
女
学
校
が
か
り
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
広
島
二
中
の
受
け
持
ち
場

所
は
、
爆
心
地
か
ら
僅わ

ず

か
五
百
メ
ー
ト
ル
、

本ほ
ん
か
わ川

の
土
手
で
し
た
。
そ
こ
で
広
島
二
中

の
一
年
生
と
二
年
生
は
、
交
代
で
建
物
疎

開
作
業
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
運
命
の

日
、
八
月
六
日
は
一
年
生
が
行
き
ま
し
た
。

生
死
を
分
け
た
一
年
生
と
二
年
生

二
年
生
で
あ
っ
た
私
ど
も
は
、
六
日
は

学
校
に
行
く
日
で
し
た
が
、
前
日
、
建

物
疎
開
作
業
が
終
わ
っ
た
時
、「
二
年
生

は
明
日
学
校
に
行
く
の
を
止
め
て
、
東

練れ
ん
ぺ
い
じ
ょ
う

兵
場
に
集
合
し
て
、
学
校
の
芋
畑
の
草

取
り
を
せ
よ
」
と
い
う
先
生
の
指
示
が
あ

り
、
東
練
兵
場
に
集
合
し
た
の
で
す
。

一
年
生
が
居
た
場
所
は
、
爆
心
地
か
ら

五
百
メ
ー
ト
ル
、
二
年
生
が
居
た
東
練
兵

場
で
の
場
所
は
、
爆
心
地
か
ら
二
・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
こ
の
差
が
生
死
を
分
け
ま

し
た
。
一
年
生
三
百
二
十
二
名
と
引
率
の

四
名
の
先
生
は
全
滅
、
東
練
兵
場
に
集
ま

っ
た
二
年
生
は
、
顔
な
ど
に
火や

け
ど傷
こ
そ
負

い
ま
し
た
が
、
死
者
が
出
た
と
は
聞
い
て

い
ま
せ
ん
。

実
を
言
う
と
、
私
は
も
し
学
校
へ
行
っ

て
い
た
ら
、
八
時
十
五
分
頃
は
学
校
に
向

か
っ
て
市
内
の
中
心
部
を
歩
い
て
い
た
時

間
帯
で
、
完
全
に
被
爆
死
し
て
い
ま
し
た
。

東
練
兵
場
に
集
合
し
た
の
で
、
助
か
っ
た

の
で
す
。

東
練
兵
場
で
の
被
爆
時
の
様
子

東
練
兵
場
に
い
た
私
ど
も
二
年
生
は
、

先
生
か
ら
集
合
と
い
う
声
が
か
か
っ
て
い

た
と
思
い
ま
す
が
、
丁
度
、
上
空
に
Ｂ
29

大
型
爆ば

く
げ
き
き

撃
機
が
、
南
の
方
か
ら
三
機
飛
ん

で
来
ま
し
た
。
で
も
警け

い
か
い戒

警け
い
ほ
う報

も
解
除
さ

れ
て
い
ま
し
た
し
、
機
数
も
少
な
い
の
で
、

何
か
偵て

い
さ
つ察

に
で
も
来
た
の
か
な
と
、
み
ん

な
で
見
上
げ
て
い
た
ら
、
急
に
反
転
し
て

逃
げ
て
行
く
の
で
、
お
か
し
い
な
と
思
っ

た
瞬
間
で
し
た
。
も
の
凄す

ご

い
爆
発
音
と
と

も
に
強
烈
な
熱
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
ま
し

た
。
気
が
つ
い
て
立
ち
上
が
っ
て
み
ま
す

と
、
丁
度
広
島
駅
の
方
向
に
、
輝
く
よ
う

な
ピ
ン
ク
色
の
巨
大
な
火
炎
が
猛も

う
れ
つ烈
な
勢

い
で
湧わ

き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
て
っ
き
り
広
島
駅
に
爆
弾
が
落

ち
た
に
違
い
な
い
、
続
い
て
爆
弾
が
落
ち

る
か
も
知
れ
な
い
と
思
い
、
私
は
近
く
の

山
に
あ
る
尾お

な
が長
天て
ん
ま
ん
ぐ
う

満
宮
に
何
人
か
の
友
達

と
一
緒
に
逃
げ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

私
ど
も
は
顔
の
半
分
に
火
傷
を
負
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
天
ぷ
ら
油
を
塗ぬ

っ
て
貰も
ら

い
、

神
社
の
奥
の
谷
間
に
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
。

天
ぷ
ら
油
は
火
傷
の
応

お
う
き
ゅ
う急
措そ

ち置
で
す
。

そ
こ
で
午
後
三
時
か
四
時
頃
ま
で
潜ひ

そ

ん

で
い
て
、
街
の
火
災
も
収
ま
っ
た
の
を
見

届
け
て
か
ら
私
は
家
に
帰
り
ま
し
た
。
家

の
中
は
爆
風
で
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
で
し
た
が
、

幸
い
に
も
家
の
中
に
い
た
者
や
外
出
し
て

い
た
家
族
も
全
員
無
事
で
し
た
。
中
で

も
幸
運
だ
っ
た
の
は
父
で
、
爆
心
地
か
ら

七
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
ビ
ル
の
中
に
居

ま
し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
厚
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
壁
の
内
側
に
居
た
の
で
無
傷
で

し
た
。
そ
の
ビ
ル
の
数
少
な
い
生
存
者
の

一
人
で
し
た
。

広
島
二
中
一
年
生
の
悲
劇
と
鎮レ
ク
イ
エ
ム

魂
曲

広
島
二
中
一
年
生
が
居
た
場
所
は
爆
心

地
に
近
く
、
地
上
六
百
メ
ー
ト
ル
で
炸さ

く
れ
つ裂

し
た
原
子
爆
弾
を
頭
か
ら
浴
び
て
い
る
の

で
、
み
ん
な
そ
の
場
で
非ひ

ご
う業

の
死
を
遂
げ

ら
れ
た
も
の
と
、
私
は
長
い
間
思
い
込
ん

で
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九

年
）
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
碑
（
い
し
ぶ
み
）」

が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
広
島
二
中

一
年
生
の
物
語
で
し
た
。
私
は
そ
れ
を
見

て
驚
き
ま
し
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な

生
徒
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
す
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
と
も
に
、「
い
し
ぶ
み
」

と
い
う
本
も
出
版
さ
れ
、
そ
れ
に
詳
し
く

書
い
て
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
一
年
生
の
う
ち
三
分

の
一
く
ら
い
の
方
は
、
そ
の
場
で
粉ふ

ん
じ
ん塵

の

中
な
ど
に
倒
れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
大

や
け
ど
を
負
い
な
が
ら
も
、
必
死
に
な
っ

て
お
母
ち
ゃ
ん
会
い
た
い
、
家
に
帰
り
た

い
一
心
で
家い

え
じ路
を
目
指
し
た
子
ど
も
、
先

生
と
と
も
に
学
校
を
目
指
し
た
子
ど
も
、

石
段
で
友
達
と
並
ん
で
死
ん
で
い
た
子
ど

も
、
川
に
逃
れ
て
輪
に
な
っ
て
軍
歌
を
歌

い
な
が
ら
励
ま
し
合
っ
て
い
た
子
ど
も
な

ど
、
様
々
な
姿
が
一
人
ず
つ
名
前
を
あ
げ

て
描
か
れ
て
い
た
の
で
す
。
私
は
そ
の
姿

に
胸
打
た
れ
ま
し
た
。

翌
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
年
）

十
月
二
日
、
広
島
市
公
会
堂
（
現
在
の
広

島
国
際
会
議
場
の
場
所
に
あ
っ
た
建
物
）

で
「
レ
ク
イ
エ
ム
『
碑
』」
を
、
私
が
指

揮
し
て
い
た
男
声
合
唱
団
で
発
表
し
ま
し

た
。
広
島
二
中
一
年
生
へ
の
鎮
魂
曲
で
す
。

公
会
堂
の
後
ろ
の
扉
を
開
け
る
と
、
広
島

二
中
の
慰
霊
碑
が
あ
り
ま
す
。
ア
ン
コ
ー

ル
を
慰
霊
碑
の
子
ど
も
達
に
捧
げ
ま
し
た
。

今
も
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
で
す
。

ど
う
か
二
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
歴

史
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
、
核
廃
絶
と

世
界
平
和
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
も
被
爆
体
験
証
言
な
ど
を
通
じ
、

頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

広島二中一年生全滅を記録した本「いしぶみ」
（広島テレビ放送 編／ポプラ社 出版）

被爆体験記
プロフィール

〔やまもと さだお〕

昭和６年（1931年）６月生まれ、82
歳。広島県立第二中学校の２年
生だった 14歳の時、爆心地から
2.5kmの東練兵場で被爆。
　多年、会社勤務の余暇で合唱
活動を続け、昭和 45年（1970年）
10月２日、全滅した広島二中一年
生への鎮魂曲、「男声合唱のため
のレクイエム碑（いしぶみ）」の初
演の指揮をしたことが、私の今も
忘れ得ぬ思い出です。

生死を分けた
広島二中一・二年生

本財団被爆体験証言者

山本　定男
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国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
で
は
、
国
内
（
県
外
）
や
海

外
で
生
活
さ
れ
て
い
る
被
爆
者
の
証

言
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、国
内
で
は
、福
島
県
（
一

人
）、
宮
城
県
（
七
人
）、
岩
手
県
（
二

人
）、
青
森
県
（
一

人
）、
秋
田
県
（
三

人
）、
新
潟
県
（
二

人
）
及
び
山
口
県
（
一

人
）
在
住
の
被
爆
者

を
、
海
外
で
は
、
韓

国
（
四
人
）
在
住
の

被
爆
者
を
収
録
し
ま

し
た
。

こ
の
度
収
録
し
た

証
言
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

「
…
…
原
爆
で
生

き
延
び
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
度
の
震
災

で
も
、
津
波
が
押
し

寄
せ
、
亡
く
な
っ
た

方
が
い
ま
す
。
私
は

２
回
生
死
の
別
れ
を
経
験
し
ま
し
た
。

（
中
略
）
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ

う
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

核
と
い
う
も
の
な
く
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
か
ん
と
…
…
」

「
…
…
被
爆
し
な
か
っ
た
お
じ
さ
ん

が
、
広
島
ま
で
捜
し
に
来
て
、
や
け

ど
し
た
母
を
お
ぶ
っ
て
、
自
分
の
う

ち
に
連
れ
帰
っ
て
、
そ
こ
で
看
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
被
爆
す
る
こ
と

で
つ
ら
い
思
い
を
し
た
の
は
、
実
際

に
被
爆
し
た
者
だ
け
で
は
な
い
な
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
平

和
っ
て
も
の
す
ご
く
大
事
で
す
。
一

人
が
免
れ
れ
ば
い
い
っ
て
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
が
、
も
う

死
ん
で
し
ま
い
た
い
ほ
ど
の
、
つ
ら

い
思
い
を
し
ま
す
…
…
」

「
…
…
お
見
合
い
を
し
て
、
家
に
招

待
さ
れ
た
時
、
兄
弟
た
ち
か
ら
軍
隊

の
ど
こ
に
い
た
の
か
尋
ね
ら
れ
ま
し

た
。
私
は
広
島
に
い
て
被
爆
し
た
と

答
え
ま
し
た
が
、
仲
人
か
ら
、
そ
う

い
う
こ
と
を
み
ん
な
の
前
で
言
う
も

ん
じ
ゃ
な
い
と
え
ら
く
怒
ら
れ
ま
し

た
。（
中
略
）
私
は
被
爆
者
だ
と
い
う

こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
言
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
い
ず
れ
大
き
く
な
っ
た
ら

自
然
と
分
か
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
…
…
」

証
言
は
、
被
爆
時
の
状
況
の
ほ
か
、

県
外
や
海
外
へ
移
ら
れ
た
時
の
状
況
、

そ
の
後
の
生
活
に
つ
い
て
も
語
っ
て

い
ま
す
。

収
録
し
た
映
像
は
、
編
集
後
、
館

内
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る

と
と
も
に
、
平
和
学
習
資
料
と
し
て

貸
出
し
を
す
る
予
定
で
す
。

今
後
も
、
国
内
・
国
外
を
問
わ
ず
、

貴
重
な
被
爆
証
言
を
少
し
で
も
多
く

収
録
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

祈
念
館
で
は
証
言
映
像
の
ほ
か
、
被

爆
体
験
記
や
関
連
図
書
を
読
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
来
館
い
た
だ
き
、

被
爆
者
の
「
こ
こ
ろ
」
と
「
こ
と
ば
」

に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
）

平
成
二
十
五
年
十
二
月
八
日
（
日
）、

広
島
平
和
記
念
資
料
館
資
料
調
査
研
究

会
の
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
五
人

の
研
究
者
が
発
表
し
ま
し
た
。
来
場
者

は
約
百
人
で
し
た
。

○
高こ
う
づ
ま妻
洋よ
う
せ
い成
会
員
（
奈
良
文
化
財
研
究

所
保
存
修
復
科
学
研
究
室
長
）

「
館
蔵
品
の
状
態
及
び
保
管
環
境
・

展
示
環
境
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
当
館

所
蔵
資
料
の
保
存
状
態
と
資
料
館
内
の

環
境
に
つ
い
て
の
調
査
デ
ー
タ
の
分
析

を
報
告
し
ま
し
た
。

○
石い
し

丸ま
る

紀の
り

興お
き

会
員
（
広
島
諸
事
・
地
域

再
生
研
究
所
代
表
）

「
丹た
ん
げ下
健け
ん
ぞ
う三
生
誕
百
年
で
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
―
広
島
平
和
記
念
公
園
コ

ン
ペ
か
ら
の
出
発
」
と
題
し
、
丹
下
健

三
生
誕
百
年
の
各
地
の
企
画
を
中
心
に

紹
介
し
ま
し
た
。

○
今い
ま
な
か中
哲て
つ
じ二
会
員
（
京
都
大
学
原
子
炉

実
験
所
助
教
）

「
日
米
の
科
学
者
に
よ
っ
て
原
爆
直

後
に
実
施
さ
れ
た
広
島
・
長
崎
の
残
留

放
射
能
測
定
に
関
す
る
文
献
調
査
報

告
」
と
題
し
、
原
爆
投
下
か
ら
間
も
な

い
時
期
に
実
施
さ
れ
た
複
数
の
残
留
放

射
能
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

○
西に
し
も
と本

雅ま
さ
み実

会
員
（
中
国
新
聞
編
集

委
員
）

「『
幻
の
記
録
映
像
』
を
読
み
解
く
」

と
題
し
、
被
爆
後
早
い
時
期
に
撮
影
さ

れ
た
記
録
映
像
を
紹
介
し
ま
し
た
。

○
水み
ず
も
と本

和か
ず
み実

副
会
長
（
広
島
市
立
大
学

広
島
平
和
研
究
所
副
所
長
）

「
最
新
の
核
を
め
ぐ
る
動
向
と
論
調
」

と
題
し
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
に
関
す

る
国
際
的
な
声
明
や
、
日
本
の
核
軍
縮

政
策
等
を
解
説
し
ま
し
た
。

な
お
、
同
研
究
会
の
研
究
成
果
は
報

告
書
に
ま
と
め
ら
れ
、
今
年
五
月
ご
ろ

に
発
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

平
和
記
念
資
料
館
学
芸
課
ま
で
。

☎
（
０
８
２
）
２
４
１
・
４
０
０
４

収録の様子

資
料
調
査
研
究
会
研
究
発
表
会

核
を
め
ぐ
る

動
向
な
ど
研
究

成
果
を
発
表

県
外
海
外
在
住

被
爆
者
証
言

ビ
デ
オ
を
収
録

し
ま
し
た

広
島
平
和
記
念
資
料
館

資
料
調
査
研
究
会
と
は

平
成
十
年
（
一
九
九
八
年
）
に

設
立
。
物
理
学
、
歴
史
学
、
国

際
関
係
な
ど
の
有
識
者
で
構
成

し
、
研
究
成
果
は
資
料
館
の
展

示
な
ど
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
八
日

（
月
）、
ド
イ
ツ
国
内
の
博
物
館
で
青

少
年
教
育
事
業
を
担
当
す
る
職
員
七

名
が
平
和
記
念
資
料
館
を
訪
問
し
ま

し
た
。
一
行
は
、
平
成
二
十
五
年
度

日
独
青
少
年
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
「
博

物
館
に
お
け
る
青
少
年
教
育
」
の
一

環
と
し
て
来
日
し
た
も
の
で
す
。

一
行
は
、
平
和
記
念
公
園
と
資
料

館
の
展
示
を
見
学
後
、
志し

が賀
資
料
館

長
を
交
え
て
資
料
館
職
員
と
の
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の

参
加
者
の
資
料
館
に
対
す
る
関
心
は

と
て
も
高
く
、
子
ど
も
に
悲
惨
な
展

示
物
を
見
せ
る
際
の
配
慮
の
有
無
や
、

ド
イ
ツ
と
日
本
の
歴
史
教
育
の
違
い

な
ど
に
つ
い
て
次
々
と
質
問
や
意
見

が
出
さ
れ
、
充
実
し
た
意
見
交
換
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、
ド
イ
ツ
の

博
物
館
や
歴
史
教
育
の
現
状
を
直
接

聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

（
平
和
記
念
資
料
館 

啓
発
課
）

平
成
十
四
年
度
か
ら
広
島
市
と
本

財
団
は
、
平
和
の
推
進
に
取
り
組
む
人

材
育
成
の
た
め
、「
中
・
高
校
生
ピ
ー

ス
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
平

成
二
十
五
年
度
は
二
十
六
人
が
参
加
し
、

被
爆
の
実
相
を
学
び
、
長
崎
市
の
青
少

年
と
の
交
流
や
他
の
自
治
体
の
中
・
高

校
生
と
の
平
和
学
習
会
な
ど
を
通
じ
て

平
和
の
大
切
さ
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度
の
活
動
の
一
つ
と

し
て
、
多
く
の
人
に
原
爆
・
平
和
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
被
爆
ピ

ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
、
十
一
月

二
十
四
日
（
日
）、
広
島
駅
南
口
地
下

広
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

出
演
者
は
、
ピ
ー
ス
ク
ラ

ブ
の
参
加
者
が
声
を
か
け
て
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
趣
旨
に
賛
同

し
て
く
れ
た
学
校
の
ク
ラ
ブ

仲
間
や
友
だ
ち
で
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま

し
た
。
ま
た
、
チ
ラ
シ
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
も
全
て
ピ
ー
ス

ク
ラ
ブ
参
加
者
が
手
作
り
し
、

コ
ン
サ
ー
ト
当
日
ま
で
心
を

込
め
て
準
備
し
ま
し
た
。
会

場
に
は
三
百
人
も
の
来
場
が

あ
り
、
広
島
ジ
ュ
ピ
タ
ー
少

年
少
女
合
唱
団
が
ゲ
ス
ト
出

演
し
て
、
会
場
を
更
に
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
松

井
広
島
市
長
は
挨
拶
で
、「
こ
の
よ
う

な
事
業
を
若
い
世
代
が
市
内
の
至
る
所

で
行
い
、
み
ん
な
で
平
和
な
状
態
を
考

え
る
こ
と
が
平
和
の
原
点
で
あ
り
、
一

人
一
人
の
心
に
平
和
が
生
ま
れ
る
。
こ

れ
こ
そ
が
平
和
な
『
ま
ち
』
で
あ
る
」

と
参
加
さ
れ
た
市
民
に
語
り
か
け
る
と

と
も
に
、
中
・
高
校
生
ピ
ー
ス
ク
ラ
ブ

へ
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
、
市
長
、
中
・

高
校
生
ピ
ー
ス
ク
ラ
ブ
と
他
の
出
演
者

全
員
で
「
花
は
咲
く
」
を
合
唱
し
、
会

場
一
杯
に
平
和
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か

せ
ま
し
た
。

来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
こ

う
い
っ
た
活
動
こ
そ
広
島
市
は
支
援
す

る
べ
き
」「
中
・
高
校
生
の
情
熱
に
心

を
打
た
れ
た
」
と
い
っ
た
評
価
や
、「
今

後
も
こ
う
し
た
活
動
を
続
け
て
い
っ

て
ほ
し
い
」「
と
て
も
気
持
ち
の
い
い
、

ひ
と
と
き
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
十
代
・
二
十
代
の

若
い
世
代
か
ら
は
「
平
和
の
大
切
さ
、

そ
の
た
め
に
自
分
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」「
次

の
世
代
に 

引
き
継
い
で
い
か
な
い
と

い
け
な
い
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、

若
い
世
代
の
平
和
意
識
の
高
揚
を
図
る

と
い
う
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
々
の
御
来
場
と
温

か
い
御
声
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（

平
和
記
念
資
料
館　

啓
発
課
）

被
爆
資
料
、原
爆
死
没
者
の

氏
名・遺
影
、被
爆
体
験
記
募
集

被
爆
体
験
の
継
承
に

ご
協
力
を

広
島
平
和
記
念
資
料
館
と
国
立

広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念

館
は
、
被
爆
体
験
を
継
承
す
る
た

め
の
貴
重
な
資
料
の
収
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
被
爆
資
料
―
被
爆
さ
れ
た
時

に
身
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
衣

服
な
ど
、
被
爆
の
事
実
を
直

接
も
の
が
た
る
実
物
資
料
。

●
氏
名
・
遺
影
―
原
爆
死
没
者

の
氏
名
・
遺
影
（
氏
名
の
み

の
登
録
も
可
能
）
。

●
被
爆
体
験
記
―
被
爆
者
の
体

験
記
や
、
遺
族
・
友
人
の
追

悼
記
な
ど
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

■
被
爆
資
料
に
つ
い
て

広
島
平
和
記
念
資
料
館　

学

芸
課

☎
（
０
８
２
）
２
４
１
・
４
０
０
４

■
氏
名
・
遺
影
、
体
験
記
に
つ
い
て

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼

平
和
祈
念
館

☎
（
０
８
２
）
５
４
３
・
６
２
７
１

全体合唱「花は咲く」

意見交換会の様子

中・高
校
生
ピ
ー
ス
ク
ラ
ブ

被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

～
み
ん
な
で
平
和
へ
の

思
い
を
奏
で
よ
う
～

ド
イ
ツ
の
博
物
館
で

青
少
年
教
育
を
担
当
す
る

職
員
が
資
料
館
を
訪
問
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数
年
前
、
ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
と
い

う
国
で
、
あ
る
青
年
海
外
協
力
隊
員
が
原

爆
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
広
島
市
出
身
の

彼
が
国
際
協
力
の
分
野
に
関
心
を
持
っ
た

原
点
も
ま
た
、
ヒ
ロ
シ
マ
で
し
た
。

ウ
ガ
ン
ダ
に
赴
任
し
て
四
ヵ
月
目
、
協

力
し
て
く
れ
る
同
期
の
隊
員
と
何
度
も
話

し
合
い
を
重
ね
、
試し

こ
う行
錯さ
く
ご誤
で
迎
え
た
初

め
て
の
原
爆
展
。
自
分
た
ち
が
伝
え
た
い

こ
と
ば
か
り
が
先
行
し
、
な
ぜ
「
原
爆
」

を
伝
え
た
か
っ
た
の
か
、
答
え
き
れ
な
い

問
い
が
彼
の
胸
に
残
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
こ
の
ウ
ガ
ン
ダ
の
地
で
原
爆
展
を

開
催
す
る
こ
と
の
意
味
は
？
」
こ
れ
ま

で
の
原
爆
展
を
通
じ
て
、
彼
の
胸
に
し

こ
り
の
よ
う
に
残
っ
て
い
た
思
い
。

そ
し
て
、
四
度
目
の
原
爆
展
で
立
て

た
目
標
は
、「
ウ
ガ
ン
ダ
の
人
た
ち
と

平
和
に
対
す
る
思
い
を
共
有
し
た
い
。」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
主
催
者
は
青
年

海
外
協
力
隊
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

ウ
ガ
ン
ダ
の
人
た
ち
。
現
地
の
人
た
ち

と
何
度
も
話
し
合
い
、
勉
強
会
を
開
き
、

共
同
で
計
画
を
練
っ
て
い
き
ま
し
た
。

迎
え
た
当
日
、
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー

か
ら
寄
贈
し
て
頂
い
た
原
爆
ポ
ス
タ
ー

を
見
な
が
ら
、
ウ
ガ
ン
ダ
人
が
自
ら
ウ

ガ
ン
ダ
人
へ
熱
心
に
説
明
し
、
千
羽
鶴

の
折
り
方
を
教
え
合
っ
て
い
ま
し
た
。

原
爆
展
の
後
、
ひ
と
り
の
ウ
ガ
ン

ダ
人
が
彼
に
語
っ
た
言
葉
が
あ
る
そ
う

で
す
。「
こ
の
原
爆
展
を
通
し
て
、
こ

の
よ
う
な
苦
難
を
乗
り
越
え
て
今
の
日

本
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
ウ
ガ
ン
ダ
に
も
た
く
さ
ん
の

問
題
が
あ
る
け
れ
ど
、
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
、

や
れ
ば
出
来
る
と
い
う
パ
ワ
ー
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
も
ら
っ
た
。
平
和
は
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
湧
き
出
て
く
る
ん
だ
よ
ね
。

あ
り
が
と
う
。」
と
。

時
に
は
隊
員
同
士
で
激
し
い
議
論
を

し
な
が
ら
た
ど
り
着
い
た
、
ウ
ガ
ン
ダ

で
の
原
爆
展
。
そ
し
て
、
ウ
ガ
ン
ダ
の

人
た
ち
と
「
平
和
」
に
つ
い
て
共
に
考

え
る
こ
と
の
大
切
さ
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
す
る

開
発
途
上
国
で
は
、
過
去
に
内
戦
・
紛
争

の
歴
史
を
抱
え
る
地
域
も
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
地
域
で
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

の
歴
史
を
伝
え
、
共
有
す
る
こ
と
の
本
当

の
意
味
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
？　

過
去
に

ア
フ
リ
カ
で
、
あ
る
内
戦
か
ら
生
き
抜
い

た
体
験
を
持
つ
人
に
、
こ
の
質
問
を
投
げ

か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
は
こ

う
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
私
た
ち
の
国
は
、
過
去
の
歴
史
か

ら
今
も
多
く
の
人
が
苦
し
ん
で
い
る
。

け
れ
ど
、
私
た
ち
は
過
去
を
胸
に
前
を

向
い
て
歩
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
自
分
た
ち
の
子
ど
も
の

未
来
の
た
め
に
も
。
原
爆
が
投
下
さ
れ

六
十
八
年
経
っ
た
今
の
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
の
復
興
か
ら
、
私
た
ち
は
希
望

を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
私
た
ち
も

出
来
る
ん
だ
、
と
。
だ
か
ら
、
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
歴
史
を
通
し
て
、
お

互
い
の
国
を
も
っ
と
理
解
し
、
学
び
合

い
、
共
有
し
合
い
、
平
和
に
つ
い
て
共

に
考
え
る
こ
と
が
必
要
な
ん
だ
よ
。」

二
〇
〇
四
年
、
広
島
県
出
身
の
青

年
海
外
協
力
隊
員
四
名
が
、
偶
然
に
も

中
米
・
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
派
遣
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
世
界
各
国
に
広
ま
っ
た
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
原
爆

展
」。
現
在
ま
で
世
界
五
十
九
ヵ
国
で

百
十
七
回
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
（
平

成
二
十
六
年
二
月
二
十
日
現
在
）。

こ
の
原
爆
展
は
、
有
志
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
開
催
す
る
も
の
で
、

今
で
は
開
催
す
る
隊
員
の
半
数
以
上
は
、

広
島
・
長
崎
県
以
外
の
出
身
者
で
す
。

そ
し
て
、
原
爆
展
を
開
催
す
る
き
っ
か

け
は
「
親
族
に
被
爆
し
た
人
が
い
た
か

ら
」「
幼
い
頃
か
ら
の
平
和
教
育
」「
東

日
本
大
震
災
が
き
っ
か
け
」
等
、
様
々

で
す
。
自
分
た
ち
が
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
痛
み
や
苦
し
み
を
伝
え
る
こ
と
は

と
て
も
難
し
く
、
多
く
の
隊
員
が
悩
み

苦
し
み
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
原
爆
展

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

大
切
な
こ
と
は
、
そ
の
国
の
歴
史
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ
を
伝
え
、
お
互
い
の
歴
史
を
共
有

す
る
こ
と
。
現
地
の
人
と
同
じ
生
活
を

し
、
同
じ
も
の
を
食
べ
、
同
じ
目
線
で

活
動
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

伝
え
る
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
は
、
そ

の
国
の
人
た
ち
の
心
に
訴
え
か
け
る
も

の
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
、
原
爆
展
は
そ
の
国
で

先
輩
隊
員
か
ら
後
輩
隊
員
へ
受
け
継
が

れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
国
の
次
の
世
代

へ
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
に
と
い
う
願
い

を
込
め
て
。

「
平
和
」
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を

共
有
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
隣
の
人
を

大
切
に
す
る
、
と
い
う
身
近
な
こ
と
に

も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

そ
ん
な
き
っ
か
け
作
り
を
す
る
こ
と
が
、

未
来
へ
の
一
歩
に
な
る
と
信
じ
、
こ
れ

か
ら
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
原
爆
展
は
、
引
き
継
が
れ
て
い
く
の

で
し
ょ
う
。

千羽鶴を折る

市内の学校で国際協力に
ついて講演する濱長さん

原爆ポスターを見つめる真剣なまなざし

ウガンダでの原爆展　集合写真

JICAボランティアによる原爆展

開発途上国で、
ヒロシマ・ナガサキを伝える

独立行政法人国際協力機構（JICA）

広島市国際協力推進員　濱
はま

長
なが

　真
ま き

紀
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平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日

（
木
）
か
ら
十
二
月
四
日
（
水
）
ま
で
の

七
日
間
、
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
の

代
表
団
が
中
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

本
財
団
は
、
中
国
の
全
国
的
な
平
和

団
体
で
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
登
録
さ
れ

て
い
る
中
国
人
民
平
和
軍
縮
協
会
（
略

称
―
平へ

い

縮し
ゅ
く
か
い

会
）
と
、
昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
年
）
度
か
ら
相
互
訪
問
に
よ

る
平
和
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

十
二
回
目
と
な
る
今
回
の
訪
中
で
は
、

本
財
団
理
事
で
広
島
市
立
大
学
広
島
平

和
研
究
所
の
吉き

っ
か
わ川

元げ
ん

所
長
を
団
長
と
す

る
一
行
五
名
が
、
上

シ
ャ
ン
ハ
イ海
市
、
南ナ
ン
キ
ン京
市
及

び
北ペ

キ
ン京
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
八
日
（
木
）、
一
行
は
上

海
浦プ

ー
ト
ン東

国
際
空
港
に
到
着
し
、
平
縮
会

関
係
者
の
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。
上

海
市
で
は
、
同
市
外が

い
じ事

弁べ
ん

公こ
う

室し
つ

の
邵
慧

翔
（Shao Huixiang

）
副
主
任
と
懇
談
し
、

同
市
の
平
和
首
長
会
議
へ
の
加
盟
を
要

請
し
ま
し
た
。
ま
た
、
上
海
外
国
語
大

学
に
お
い
て
、
本
財
団
被
爆
体
験
証
言

者
の
植う

え
だ田
規の
り
こ子
さ
ん
と
森も
り

田た

節せ
つ
こ子
さ
ん

が
被
爆
体
験
を
語
り
ま
し
た
。
学
生
達

か
ら
、
原
爆
被
害
に
つ
い
て
理
解
が
深

ま
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
る
と
と
も
に
、

広
島
の
復
興
や
広
島
平
和
研
究
所
の
研

究
内
容
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

十
一
月
三
十
日
（
土
）、
一
行
は
南
京

市
に
到
着
し
ま
し
た
。
同
市
で
は
、
南

京
大
虐
殺
遇ぐ

う
な
ん難
同
胞
記
念
館
を
見
学
す

る
と
と
も
に
、
江こ

う
そ蘇

省
人
民
政
府
外
事

弁
公
室
の
蔡
錫
生
（Cai Xisheng
）
副

巡
視
員
と
懇
談
し
、
南
京
市
等
の
江
蘇

省
内
都
市
の
平
和
首
長
会
議
へ
の
加
盟

に
協
力
を
求
め
ま
し
た
。
蔡
副
巡
視
員

は
資
料
配
付
な
ど
で
協
力
し
た
い
と
述

べ
る
と
と
も
に
、
今
回
の
訪
問
を
契
機
と

し
て
友
好
を
深
め
た
い
と
語
り
ま
し
た
。

十
二
月
一
日
（
日
）
夜
か
ら
、
一
行

は
北
京
市
に
滞
在
し
ま
し
た
。
北
京
外

国
語
大
学
で
の
被
爆
体
験
証
言
で
は
、

学
生
達
か
ら
、
原
爆
投
下
か
ら
七
十
年

近
く
が
経
過
し
被
爆
体
験
が
失
わ
れ

る
こ
と
へ
の
懸
念
が
聞
か
れ
る
と
と
も

に
、
日
中
両
国
の
国
民
が
互
い
に
平
和

と
友
好
を
望
む
気
持
ち
を
伝
え
あ
う
た

め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
た

い
、
と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
縮
会
の
朱
鋭
（Zhu Rui

）
秘
書

長
ほ
か
関
係
者
と
の
協
議
で
は
、
両
団

体
の
連
携
強
化
等
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
、
若
者
同
士
の
交
流
の
仕
組
み
を

検
討
す
る
こ
と
や
、
今
後
も
市
民
レ
ベ

ル
で
の
交
流
と
相
互
理
解
を
深
め
、
核

兵
器
廃
絶
の
た
め
に
努
力
し
て
い
く
こ

と
で
合
意
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
中
国

人
民
抗
日
戦
争
記
念
館
を
見
学
す
る
と

と
も
に
、
平
縮
会
代
表
団
の
団
長
と
し

て
広
島
訪
問
の
経
験
が
あ
る
賀
釣
（He 

Jun

）
副
会
長
を
表
敬
訪
問
し
、
中
国
訪

問
の
全
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

こ
の
度
の
訪
中
で
は
、
平
成
十
四
年

（
二
〇
○
二
年
）
以
来
、
十
一
年
ぶ
り
に

上
海
市
及
び
南
京
市
を
訪
問
し
、
平
和

首
長
会
議
へ
の
加
盟
を
要
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
中
関
係
が

憂ゆ
う
り
ょ慮
さ
れ
る
中
、
民
間
交
流
の
意
義
を

改
め
て
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
四
日
（
土
）、

広
島
平
和
記
念
資
料
館
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、「
子
ど
も
た
ち
の
平
和
の
絵

コ
ン
ク
ー
ル
」の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子
ど
も
た
ち

の
平
和
へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め
に
昭

和
六
十
一
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
回
で
二
十
八
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
広
島
市
内
の
小
・
中
学
校
百
二
十
四

校
か
ら
四
千
百
四
十
点
、
海
外
七
ヵ
国

（
ア
メ
リ
カ
、
イ
ラ
ン
、
イ
ン
ド
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ

シ
ア
）
の
小
・
中
学
校
か
ら
六
百
五
十
三

点
、
合
計
で
四
千
七
百
九
十
三
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
、
大
賞
・
特
選
受
賞
者

の
う
ち
三
十
五
名
と
保
護
者
等
が
出
席
し
、

賞
状
と
記
念
品
の
楯た

て

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
一

月
二
十
三
日
（
木
）
ま
で
、
メ
モ
リ
ア

ル
ホ
ー
ル
前
の
ホ
ワ
イ
エ
に
お
い
て
作

品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
大
賞
作
品
三
点
、
特
選

作
品
三
十
九
点
、
優
秀
賞
作
品
七
十
点
、

合
わ
せ
て
百
十
二
点
の
作
品
を
展
示
し

ま
し
た
。

な
お
、
大
賞
・
特
選
受
賞
者
の
名
前

及
び
作
品
、
並
び
に
優
秀
賞
・
入
選
受

賞
者
の
名
前
は
、
広
島
平
和
記
念
資
料

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.pcf.

city.hiroshim
a.jp/

）
の
「
キ
ッ
ズ
平
和

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
平
和
記
念
資
料
館 

啓
発
課
）

広島平和文化センター代表団のメンバー

団長 吉
きっかわ

川　　元
げん 本財団理事、広島市立大学

広島平和研究所所長

団員 植
う え だ

田　䂓
の り こ

子 本財団被爆体験証言者

〃 森
も り た

田　節
せ つ こ

子 本財団被爆体験証言者

〃 谷
たにがわ

川　　晃
あきら

本財団国際部部長

〃 山
やまがた

縣あゆみ 本財団平和連帯推進課主査

賀釣副会長（左から６人目）ほか平縮会関係者
と親交を深めた吉川団長（左から４人目）ら

大賞（海外の部）　オーストラリア　中学２年生
ミカエラ・ヌーフ・アルバオ　さん

大
賞（
中
学
校
の
部
）

広
島
市
立
白し
ら
き木
中
学
校 

３
年
生 

津つ
む
ら村

　果か

な奈
さ
ん

大
賞（
小
学
校
の
部
）

広
島
市
立
観か
ん
お
ん音
小
学
校 

６
年
生 

藤ふ
じ
も
と本

　海か
い

さ
ん

第
二
十
八
回
子
ど
も
た
ち

の
平
和
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル

多
数
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
る

連
携
強
化
で
合
意

広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー

の
代
表
団
が
中
国
を
訪
問
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国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
で
は
、
被
爆
の
実
相
を
伝
え

る
た
め
、
毎
年
テ
ー
マ
を
定
め
て
企

画
展
を
開
催
し
、
被
爆
体
験
記
な
ど

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
被
爆
か
ら
六
年
後
に
出

版
さ
れ
た
「
原
爆
の
子　

広
島
の

少
年
少
女
の
う
っ
た
え
」
の
中
か

ら
、
被
爆
当
時
四
歳
か
ら
小
学
校
三

年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
書
い

た
被
爆
体
験
記
六
十
七
編
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
爆
体
験
記
に
は
、
子

ど
も
た
ち
が
自
ら
体
験
し
た
戦
争
や

原
爆
の
悲
惨
さ
、
平
和
へ
の
思
い
が

つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
展
示
し
て
い
る
被
爆
体
験

記
か
ら
、
田
中
清き
よ
こ子

さ
ん
（
当
時
小

学
校
三
年
）
と
浅あ
さ
え
だ枝

正ま
さ
た
だ忠

さ
ん
（
当

時
小
学
校
三
年
）
の
体
験
記
（
抜
粋
）

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

田
中
さ
ん
は
被
爆
後
、
母
と
一
緒

に
似に
の

島し
ま

の
収
容
所
へ
向
か
う
船
の
中

で
、
重
傷
の
少
女
と
出
会
い
ま
す
。

…
…
お
母
さ
ん
の
す
わ
っ
て
い
る

前
に
、
私
と
同
じ
年
く
ら
い
の
女
の

子
が
い
ま
し
た
。
そ
の
女
の
子
は
、

体
中
に
や
け
ど
や
、
け
が
を
し
て
い

て
、
血
が
な
が
れ
て
い
ま
し
た
。
苦

し
そ
う
に
母
親
の

名
ば
か
り
呼
ん
で

い
ま
し
た
が
、
と

つ
ぜ
ん
私
の
母

に
、「
お
ば
さ
ん

の
子
供
、
こ
こ
に

い
る
の
？
」
と
た

ず
ね
ま
し
た
。
そ

の
子
供
は
、
も
う

目
が
見
え
な
く
な

っ
て
い
た
の
で
す
。

お
母
さ
ん
は
、「
お
り
ま
す
よ
」
と
返

事
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
子

供
は
「
お
ば
さ
ん
、
こ
れ
お
ば
さ
ん

の
子
供
に
あ
げ
て
」
と
言
っ
て
、
何

か
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
お
べ
ん

と
う
で
し
た
。（
中
略
）
お
母
さ
ん
が
、

そ
の
子
供
に
「
あ
な
た
、
自
分
で
食

べ
な
い
の
？
」
と
聞
く
と
、「
私
、
も

う
だ
め
。
そ
れ
を
お
ば
さ
ん
の
子
供

に
食
べ
さ
せ
て
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。（
中
略
）
し
ば
ら
く
川
を
下
っ

て
船
が
海
に
出
た
時
、
そ
の
子
供
は

「
お
ば
さ
ん
、
私
の
名
前
を
い
う
か
ら
、

も
し
私
の
お
母
さ
ん
に
あ
っ
た
ら
、

こ
こ
に
お
る
と
い
っ
て
ね
」
と
言
っ

た
か
と
思
う
と
、
も
う
息
を
ひ
き
と

っ
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。（
中
略
）

私
は
お
母
さ
ん
と
一
し
ょ
に
泣
き
ま

し
た
…
…

浅
枝
正
忠
さ
ん
は
運
動
場
で
遊
ん

で
い
た
時
に
被
爆
し
、
母
や
姉
と
共

に
、
ト
ラ
ッ
ク
で
可か

べ部
（
広
島
市
安

佐
北
区
）
の
お
寺
に
運
ば
れ
ま
し
た
。

…
…
お
寺
の
生
活
を
ど
う
し
て
筆

に
あ
ら
わ
し
て
よ
い
か
、
僕
は
そ
の

時
そ
こ
に
い
た
人
で
な
い
と
わ
か
ら

な
い
と
思
う
。
焼
け
た
だ
れ
た
人
た

ち
が
、
毎
日
う
な
り
な
が
ら
日
を
送

り
、
身
よ
り
の
な
い
人
た
ち
に
は
、

う
じ
虫
が
体
中
に
わ
き
、
何
か
わ
か

ら
な
い
う
わ
言
を
言
い
な
が
ら
死
ん

で
い
く
姿
は
、
ど
う
し
て
言
い
あ
ら

わ
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
、
生
き
な
が
ら
の
「
地
獄
」
と
い

っ
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
人
々

は
、
敗
戦
も
知
ら
ず
、
戦
争
を
に
く
み
、

平
和
を
愛
し
な
が
ら
死
ん
で
い
か
れ

た
こ
と
だ
ろ
う
。（
中
略
）

最
後
に
書
き
た
い
言
い
た
い
と
思

う
こ
と
は
、「
戦
争
と
は
な
に
か
」「
平

和
と
は
な
に
か
」「
平
和
を
守
る
に
は
、

な
ぜ
あ
の
恐
ろ
し
い
原
子
爆
弾
が
い

る
の
か
」「
人
類
と
科
学
と
が
、
な
ぜ

同
一
に
発
達
し
な
い
の
か
」
僕
の
胸

の
中
に
は
、
い
つ
も
こ
れ
だ
け
の
疑

問
が
と
け
な
い
で
、
ぶ
す
ぶ
す
と
く

す
ぶ
っ
て
い
る
。
…
…

体
験
記
の
全
文
は
、
館
内
の
情
報

展
示
コ
ー
ナ
ー
と

体
験
記
閲
覧
室
で

読
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
当

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.
hiro-tsuitokinenkan.
go.jp/

）
で
は
五
人
の

体
験
記
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

会
場
で
は
、
体
験

記
と
と
も
に
、
被
爆

直
後
に
撮
影
さ
れ
た

写
真
や
市
民
が
描
い

た
原
爆
の
絵
、
子
ど

も
の
衣
服
等
の
被
爆

資
料
も
展
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
体
験

記
を
、
関
連
す
る
写
真
や
絵
を
用
い

た
映
像
と
音
声
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
映
像
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
企

画
展
で
制
作
し
た
も
の
も
含
め
、
体

験
記
閲
覧
室
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
映
像
は
平
和
学
習

用
資
料
と
し
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
の
貸
出

し
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
当
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈

念
館

☎
（
０
８
２
）
５
４
３
・
６
２
７
１本の贈呈式（1952年）　提供：早志百合子氏

初版本（1951年）

平成26年 追悼平和祈念館企画展

原爆の子
広島の少年少女のうったえ

■期間　平成26年１月１日～ 12月28日
■場所　国立広島原爆死没者追悼平和祈念館

　地下１階 情報展示コーナー
■入場　無料
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平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
七
日

（
日
）、
広
島
国
際
会
議
場
、
平
和
大
通

り
緑
地
帯
な
ど
を
会
場
に
、
国
際
交
流

や
国
際
協
力
の
三
十
四
の
催
し
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
年
で
十
四
回
目
と
な
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
広
島
市
長
が
地
球
の
ス

テ
ー
ジ
開
催
前
に
挨
拶
を
行
い
、
屋

外
で
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
な
ど
、
延
べ
約
八
千
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
国
際
交
流
・
協
力
に
つ

い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
し

た
。（
主
催
―
広
島
市
、
本
財
団
な
ど
。

主
管
―
平
成
二
十
五
年
度「
国
際
交
流
・

協
力
の
日
」
実
行
委
員
会
）

☆
「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
４
」
～
放
浪
篇
＋

震
災
未
来
編
（
英
語
の
字
幕
付
き
）
～

今
年
も
、
国
際
医
療
救
援
活
動
を
展

開
さ
れ
て
い
る
桑く
わ
や
ま山

紀の
り
ひ
こ彦

さ
ん
（
宮
城

県
名な
と
り取

市
で
病
院
を
開
業
し
て
い
る
心

療
内
科
医
）
が
案
内
役
と
な
り
、
語
り

と
ラ
イ
ヴ
演
奏
、
そ
し
て
大
型
映
像
を

駆
使
し
、
日
本
や
世
界
で
起
き
て
い
る

様
々
な
出
来
事
を
紹
介
し
ま
し
た
。

桑
山
さ
ん
と
の
音
楽
を
通
じ
た
交

流
に
よ
り
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

の
子
供
た
ち
が
心
を
開
き
、
未
来
へ

想
い
を
馳
せ
る
様
子
を
通
し
て
、
震

災
被
害
の
悲
惨
さ
と
そ
れ
を
乗
り
越

え
前
を
向
い
て
い
く
勇
気
の
尊
さ
を

訴
え
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
は
、

桑
山
さ
ん
の
病
院
の
あ
る
宮
城
県
名

取
市
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
る
「
心
の
ケ
ア
」
の
活
動
や
、

悲
し
み
を
乗
り
越
え
一
歩
を
踏
み
出

し
た
閖ゆ
り
あ
げ上

中
学
校
遺
族
会
の
皆
さ
ん

の
取
り
組
み
な
ど
、
被
災
地
の
今
を

発
信
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
桑
山
さ
ん
の
発
す
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
そ
れ
ぞ
れ
深
い
感
銘
を

受
け
て
、
涙
す
る
方
も
多
く
い
ま
し

た
。
今
年
は
、
英
語
の
字
幕
付
き
で
、

外
国
の
人
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

☆
「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
ト
ー
ク
セ
シ
ョ
ン

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構 

中
国
国
際
セ
ン
タ
ー
）
な
ど

が
全
国
で
国
際
協
力
活
動
の
重
要
性

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ

と
国
際
協
力
」
と
い
う
切
り
口
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
し
た
「
な
ん
プ
ロ

著
名
人
」・
青
年
海
外
協
力
隊
等
を
招

き
、
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
北き
た
ざ
わ澤

豪つ
よ
しさ

ん
、
元
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
水
泳
日
本
代
表
の
萩は
ぎ
わ
ら原
智と
も
こ子
さ
ん
、

お
か
や
ま
山
陽
高
校
野
球
部
監
督
の

堤つ
つ
み

尚な
お
ひ
こ彦
さ
ん
、
進
行
は
広
島
テ
レ
ビ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
西に
し
な名
み
ず
ほ
さ
ん
で
、

そ
れ
ぞ
れ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が

ら
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
コ
ツ
な
ど
を
お
話
し
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

賞
品
が
当
た
る
ク
イ
ズ
な
ど
も
あ

り
、
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

☆
「
朝
鮮
通
信
使
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
二
国

間
ユ
ネ
ス
コ
登
録
を
め
ざ
し
て
」
な
ど

朝
鮮
通
信
使
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

釜プ
サ
ン山
大
学
教
授
、
広
島
大
学
大
学
院

教
授
、
朝
鮮
通
信
使
縁え
ん
ち地
連
絡
協
議

会
事
務
局
長
、
民み
ん
だ
ん団
監
察
委
員
長
の

四
人
の
発
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

が
鮮
明
に
表
れ
て
い
て
、
朝
鮮
通
信

使
の
二
国
間
ユ
ネ
ス
コ
登
録
の
現
在

の
動
き
全
体
を
理
解
す
る
の
に
大
き

な
効
果
が
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
様

が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
数
社
の
報
道
も
あ
っ
て
、
市
民

が
「
朝
鮮
通
信
使
」
に
つ
い
て
知
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
屋
外

ス
テ
ー
ジ
で
行
い
、
多
く
の
市
民
が

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

☆
世
界
の
料
理
と
民
芸
品
バ
ザ
ー

国
際
会
議
場
南
側
の
平
和
大
通
り

緑
地
帯
で
は
、「
ひ
ろ
し
ま
国
際
村  

世
界
の
屋
台
」
と
称
し
、
十
五
団
体
が

世
界
の
様
々
な
屋
台
料
理
を
販
売
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
国
際
協
力
バ
ザ
ー
」

会
場
も
十
四
団
体
が
参
加
し
、
国
際

色
豊
か
な
民
芸
品
な
ど
を
販
売
し
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

売
上
は
、
参
加
団
体
の
国
際
協
力
活

動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

☆
国
際
交
流
・
協
力
活
動
の
紹
介

市
民
団
体
や
大
学
、
企
業
・
団
体
な

ど
計
十
九
団
体
が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
際
交
流
・
協
力
活
動
に
つ

い
て
取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
広
島
に

こ
れ
だ
け
多
く
の
国
際
交

流
・
協
力
活
動
団
体
が
あ

る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま

し
た
」
と
の
感
想
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

☆
日
本
伝
統
文
化
の
紹
介

と
体
験

毎
年
外
国
人
に
好
評
な
、

着
物
の
着
付
け
や
茶
道
、

い
け
ば
な
、
手
描
き
友
禅

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
実
施

し
ま
し
た
。
外
国
人
に
は

日
本
文
化
に
触
れ
て
も
ら

い
、
日
本
人
に
は
日
本
文

化
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
て
も

ら
う
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
ま
わ

っ
て
ク
イ
ズ
に
答
え
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
も
ら
え
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
、
親
子

で
楽
し
め
る
催
し
、
外
国
人
の
た
め
の

法
律
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
や
世
界
の
コ
イ
ン
を
寄
贈
し
開
発
途

上
国
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
活
動

な
ど
も
あ
り
、
各
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た

学
生
た
ち
か
ら
も
、「
実
に
楽
し
か
っ

た
。」
と
の
言
葉
を
多
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（
国
際
交
流
・
協
力
課
）

S
tep into the w

orld together!
一
緒
に
世
界
へ
踏
み
だ
そ
う
！

平
成
二
十
五
年
度「
国
際
交
流
・
協
力
の
日
」

野菜や果物に草花などのモチーフを彫刻するタイの伝統文
化、タイカービング体験の様子



11

平成26年４月平和文化　第185号

広
島
市
は
、
海
外
に
六
つ
あ
る
姉
妹
・

友
好
都
市
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
身
近

に
感
じ
、
友
好
の
持
つ
意
味
を
よ
り
深

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
都
市
ご

と
に
「
姉
妹
・
友
好
都
市
の
日
」
を
設

け
て
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
各
イ
ベ
ン
ト
の
進
行
役
は
公
募
で

選
ば
れ
た
ヒ
ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ

ー
が
務
め
ま
し
た
。

重じ
ゅ
う
け
い

慶
の
日

十
月
二
十
日
（
日
）、
広
島
市
留
学
生

会
館
に
て
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
主
催
―
平
成
二
十
五
年
度
重
慶

の
日
実
行
委
員
会

ま
ず
、
来
場
者
は
、
四
川
料
理
の

「
回ホ

イ

鍋コ
ー

肉ロ
ー

」
や
「
紅ホ
ン

焼
シ
ャ
オ

牛ニ
ュ
ウ
ロ
ー
肉
（
牛
バ
ラ

肉
の
煮
込
み
）」、「
水す

い

餃ぎ
ょ
う
ざ子
」、
ウ
ー
ロ

ン
茶
に
舌

し
た
つ
づ
み鼓を

打
ち
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
の
董ト

ウ

丹タ
ン

さ
ん
が
重
慶
市
の
文
化
や

観
光
情
報
等
に
つ
い
て
映
像
を
作
っ
て

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
、
同
じ
く
ヒ

ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
の
鍛か

じ
や
ま

冶
山

幸さ
ち
こ子
さ
ん
が
中
国
語
の
ミ
ニ
講
座
を
行

い
ま
し
た
。

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
虹に

じ
は
し橋
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

子
ど
も
武
術
、
日
中
友
好
協
会
広
島
支
部

の
皆
さ
ん
に
よ
る
太

た
い
き
ょ
く
け
ん

極
拳
の
ほ
か
、
最
後

に
は
、
二
〇
〇
五
年
に
来
日
し
、
広
島
で

二に

こ胡
教
室
を
運
営
し
て
お
ら
れ
る
趙
チ
ョ
ウ

栄エ
イ

春シ
ュ
ンさ

ん
と
二
胡
教
室
の
生
徒
さ
ん
た
ち

に
、
二
胡
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
二
百
人
の
来
場
者
は
、
重

慶
市
か
ら
頂
い
た
記
念
品
の
抽
選
会
等

を
楽
し
み
な
が
ら
、
重
慶
市
や
中
国
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、

六
十
七
％
の
方
が
、
重
慶
市
民
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
考
え
て
も
よ
い
と
回
答
さ

れ
ま
し
た
。

ホ
ノ
ル
ル
の
日

十
一
月
九
日
（
土
）、
広
島
駅
南
口
地

下
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。
主
催
―
平
成
二
十
五

年
度
ホ
ノ
ル
ル
の
日
実
行
委
員
会

ま
ず
、
来
場
者
を
フ
レ
ー
バ
ー
コ
ー

ヒ
ー
と
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
で
お
迎
え

し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
古
典
的
な
フ
ラ

「
カ
ヒ
コ
」
で
、
そ
の
後
、
実
行
委
員
会

代
表
、
市
長
、
ビ
デ
オ
に
よ
る
ホ
ノ
ル

ル
市
長
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
の
三み

わ輪
真ま

り里
さ
ん
と
遠と
お
い井
大だ
い
す
け介
さ

ん
が
、
会
場
の
大
型
画
面
に
映
像
を
映

し
な
が
ら
、
ス
カ
イ
プ
に
よ
る
生
中
継

で
ホ
ノ
ル
ル
市
在
住
の
方
に
現
地
の
暮

ら
し
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た

り
、
ハ
ワ
イ
の
歴
史
や
文
化
、
生
活
な

ど
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
南
国

ム
ー
ド
あ
ふ
れ
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
の

演
奏
や
華
や
か
な
フ
ラ
に
よ
り
、
優
雅

な
ハ
ワ
イ
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
途
中
で
は
、

来
場
者
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
フ
ラ
の

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し
た
。
最
後
に
参
加

者
全
員
で
「
愛
す
る
ハ
ワ
イ
」
を
合
唱
し
、

来
場
者
も
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と

で
ハ
ワ
イ
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
グ
ッ
ズ

の
展
示
販
売
や
リ
ボ
ン
レ
イ
の
制
作
体

験
も
あ
り
、
約
五
百
人
の
市
民
が
、
ホ

ノ
ル
ル
市
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
理

解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

（
国
際
交
流
・
協
力
課
）

広
島
市
と
本
財
団
は
、
海
外
の
六
姉

妹
・
友
好
都
市
ご
と
に
「
姉
妹
・
友
好

都
市
の
日
」
を
定
め
、 

そ
れ
ら
の
日
を

中
心
に
、
広
く
市
民
が
参
加
で
き
る
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
姉
妹
・
友
好

都
市
と
の
交
流
の
拡
大
と
友
好
親
善
の

促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」
は
、

「
姉
妹
・
友
好
都
市
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
立
案
へ
の
参
画
、
司
会
進

行
を
行
う
な
ど
、 

姉
妹
・
友
好
都
市
に

つ
い
て
市
民
の
理
解
を
深
め
る
活
動
に

携
わ
り
ま
す
。 

平
成
二
十
六
年
の
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
を
、
昨
年
十
月
一
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
公
募
し
、
選
考
の
結
果
、

都
市
ご
と
に
男
女
各
一
名
、
計
十
二
名

を
決
定
し
ま
し
た
。

【
活
動
依
頼
期
間　

本
年
一
月
一
日
～

十
二
月
三
十
一
日
】

担当都市名 男　　性 女　　性

ホノルル市 森
もりわき

脇　　透
とおる

三
みよ し

好亜
あ や こ

矢子

ボルゴグラード市 アンドレイ・
カルギン 岩

いわき

木絵
え

里
り な

奈

ハノーバー市 宮
みやはら

原　　健
たけし

山
やまぐち

口　佳
か よ

世

重慶市 董
トウ

　　丹
タン

鍛
か じ や ま

治山幸
さちこ

子

大邱広域市 呉
オ

　明
ミョンソク

錫 西
にしだ

田英
え み こ

美子

モントリオール市 田
たざわ

澤　卓
たくや

哉 石
いしい

井　良
よしえ

依

趙
チョウ

栄
エイ

春
シュン

さん、二胡教室の生徒の皆さんによる
二胡の演奏

来場者参加のフラレッスン

昨
年
十
一
月
八
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共

和
国
中
部
を
台
風
三
〇
号
（
フ
ィ
リ
ピ

ン
名
・
ヨ
ラ
ン
ダ
）
が
直
撃
し
、
レ
イ

テ
島
を
中
心
に
多
く
の
地
域
が
猛
烈

な
暴
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
各
地
で
高
潮
、

洪
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ
る
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

広
島
市
と
本
財
団
は
、
そ
の
被
害

の
甚
大
さ
を
考
慮
し
て
、
人
道
的
見

地
か
ら
、
募
金
活
動
を
昨
年
十
一
月

十
九
日
か
ら
今
年
一
月
二
十
日
ま
で
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
呼
び
か
け
に
対

し
、
多
数
の
市
民
、
団
体
等
か
ら
温

か
い
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
募
金
総
額
は

百
六
十
四
万
九
千
六
百
四
十
八
円
に
達

し
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
医
薬

品
、
飲
料
水
、
食
料
品
、
生
活
用
品
の

購
入
資
金
等
に
充
て
て
い
た
だ
く
た
め
、

一
月
三
十
一
日
に
、
日
本
赤
十
字
社
へ

送
金
し
ま
し
た
。（

国
際
交
流
・
協
力
課
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
三
〇
号

被
災
者
救
援
市
民
募
金

「
姉
妹
・
友
好
都
市
の
日
」

記
念
イ
ベ
ン
ト

市
民
が
海
外
文
化
を
堪
能

「
姉
妹
・
友
好
都
市
の
日
」

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍

ヒ
ロ
シ
マ
・

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
決
定
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留
学
生
と
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
国

際
交
流
を
促
進
し
、
留
学
生
に
発
表

と
社
会
参
加
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
留
学
生
会
館
ま
つ
り

二
〇
一
三
」
を
、
平
成
二
十
五
年
十
一

月
三
日
（
日
）、
広
島
市
留
学
生
会
館

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
十
三

年
の
開
館
当
初
よ
り
始
ま
っ
た
、
こ
の

年
に
一
度
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
も
十
三

回
目
を
迎
え
、「
ま
つ
り
」
を
通
し
て

活
気
や
積
極
性
に
あ
ふ
れ
る
国
際
交

流
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
今
年
は
テ

ー
マ
を
「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
（
ハ
ッ
ピ
ー
）」

と
し
ま
し
た
。
当
日
は
雨
天
に
も
か
か

わ
ら
ず
延
べ
約
二
千
百
人
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

午
前
十
時
半
、
ホ
ー
ル
に
て
、
留
学

生
に
よ
る
母
国
紹
介
「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
ン

ド
」
に
よ
り
、
ま
つ
り
の
幕
を
上
げ
ま

し
た
。
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
、
パ
プ
ア
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
シ
リ
ア
・
ア
ラ
ブ
共
和

国
な
ど
九
か
国
の
留
学
生
が
、
写
真
や

映
像
を
交
え
な
が
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
文
化
や
観

光
地
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
民
族
の

歴
史
や
国
の
歩
み
に
つ
い
て
の
講
義
も

あ
り
、
来
場
者
は
深
い
内
容
に
聴
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。
市
民
の
方
か
ら
は「
留

学
生
か
ら
自
分
の
国
に
つ
い
て
の
思
い

を
聞
く
機
会
は
少
な
い
、
貴
重
な
体
験

に
な
り
ま
し
た
」
と
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

研
修
室
で
は「
留
学
生
と
話
そ
う
！
」

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
訪
れ

た
方
と
留
学
生
が
机
を
挟
ん
で
対
面
に

座
り
、
留
学
生
が
日
本
語
で
様
々
な
質

問
に
答
え
な
が
ら
母
国
を
紹
介
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
十
五
か
国
・
地
域
の
約

八
十
人
の
留
学
生
が
、
出
身
国
ご
と
に

チ
ー
ム
と
な
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
パ

ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
映
し
た
写
真

や
地
図
を
指
し
示
し
な
が
ら
説
明
し
た

り
、
工
芸
品
を
片
手
に
伝
統
文
化
に
つ

い
て
語
る
な
ど
、
趣
向
の
凝
ら
し
方
に

も
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
で
て
い
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
屋
台
は
、
例
年
よ
り

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
、
会
場
を
会

館
外
周
と
ホ
ー
ル
の
二
か
所
と
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
留
学
生
だ
け
で
な
く
、

会
館
を
定
期
的
に
ご
利
用
頂
い
て
い
る

国
際
交
流
・
協
力
団
体
の
方
々
が
、
各

国
の
ス
イ
ー
ツ
や
飲
み
物
を
作
っ
て
販

売
す
る
屋
台
を
出
店
し
ま
し
た
。
お
国

情じ
ょ
う
ち
ょ
緒
が
出
る
よ
う
に
、
文
字
や
イ
ラ
ス

ト
、
小
物
や
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
で
飾
り

付
け
を
し
た
り
、
商
品
の
包
装
も
工
夫

し
た
り
し
て
、
ど
こ
も
見
る
だ
け
で
も

大
変
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
グ
ル
ー
プ

で
お
そ
ろ
い
の
シ
ャ
ツ
を
着
た
り
、
民

族
衣
装
を
着
て
販
売
す
る
な
ど
の
ア
イ

デ
ア
が
来
館
者
に
大
好
評
で
し
た
。
味

は
ど
の
店
も
絶
品
で
、
お
昼
時
に
は
小

雨
が
降
る
な
か
行
列
が
出
来
る
程
の
人

気
で
、
全
て
の
屋
台
が
完
売
し
ま
し
た
。

国
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
ま
つ
り
で
出
店

す
る
の
が
代
々
先
輩
留
学
生
か
ら
の
伝

統
行
事
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
出

店
者
の
み
な
さ
ん
は
、
調
理
に
腕
を
ふ

る
い
、
接
客
に
励
み
な
が
ら
、
お
客
さ

ん
と
だ
け
で
な
く
出
店
者
同
士
で
も
交

流
し
ま
し
た
。
来
場
者
の
み
な
さ
ん
も
、

屋
台
を
は
し
ご
し
て
、
お
国
料
理
と
会

話
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

一
階
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
「
体
験
！ 

世
界
の
遊
び
」
が
、
留
学
生
や
そ
の

家
族
、
そ
し
て
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
ご
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
中
国
の
遊
び
「
羽
根
蹴け

り
」
で

は
、
中
国
人
留
学
生
が
模
範
演
技
を

披
露
し
ま
し
た
。
カ
ラ
フ
ル
な
羽
の
付

い
た
お
も
り
を
、
地
面
に
落
と
さ
な
い

よ
う
に
、
足
の
甲
や
か
か
と
の
内
側
で

何
度
も
蹴
り
あ
げ
、
数
を
競
い
合
い
ま

し
た
。
高
く
蹴
り
あ
げ
て
、
隣
の
人
と

も
リ
レ
ー
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ン

ゴ
ル
の
留
学
生
と
そ
の
家
族
が
、
日
本

語
で
モ
ン
ゴ
ル
パ
ズ
ル
の
遊
び
方
を
一

生
懸
命
教
え
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
伝

承
遊
び
（
羽は
ご
い
た

子
板
、
お
手
玉
、
折
り
紙
、

お
は
じ
き
、
か
る
た
、
福
笑
い
、
剣
玉
、

五
目
な
ら
べ
）
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

親
子
で
参
加
さ
れ
る
方
が
多
く
、
終
日
、

人
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。「
初
め
て

体
験
し
た
」
と
い
う
参
加
者
が
多
い
の

に
驚
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
遊
び
の
一
種
目
で
も
参
加

す
る
と
、
ダ
ー
ツ
に
挑
戦
で
き
、
留
学

生
の
母
国
の
小
さ
な
お
土
産
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
文
化

紹
介
で
は
、
中
国
人
留
学
生
に
よ
る
琴こ
と

の
演
奏
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
バ
ン
ブ
ー
ダ
ン

ス
、
日
本
の
伝
統
武
道
で
あ
る
合あ
い
き
ど
う

気
道

の
実
演
や
体
験
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

最
も
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
の
は
、

午
後
二
時
半
か
ら
の
「
世
界
の
民
族
衣

装
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
と
、
そ
れ

に
続
く
「
留
学
生
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
」
で

し
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は

十
三
か
国
・
地
域
の
約
二
十
人
が
煌き
ら

び

や
か
な
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
ま
る
で

プ
ロ
の
モ
デ
ル
の
よ
う
に
華
や
か
に
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
各
国
の
民
族
衣

装
を
披
露
し
ま
し
た
。
ど
の
季
節
に
、

ど
の
よ
う
な
場
面
で
着
ら
れ
る
も
の

か
、
な
ど
、
詳
し
い
説
明
も
あ
り
ま
し

た
。
一
家
全
員
で
臨の
ぞ

ん
だ
留
学
生
家
族

や
、
友
人
グ
ル
ー
プ
や
親
子
で
当
日
飛

び
入
り
参
加
を
し
た
市
民
の
方
も
お
り
、

盛
況
の
会
場
で
は
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ

ュ
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
ミ
ニ
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
留
学
生
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
踊
り

や
、
音
楽
大
学
に
通
う
留
学
生
た
ち
の

歌
と
演
奏
に
拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
芸
術
を
学
ぶ
韓
国
人

留
学
生
に
よ
る
美
術
作
品
展
示
、
外
国

人
着
物
着
付
け
体
験
な
ど
様
々
な
催

し
を
実
施
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
国
際
交
流
か
ら
生

ま
れ
る
絆
き
ず
な

を
心
か
ら
実
感
で
き
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。
各
国
の
文
化
に
ふ
れ
、

料
理
を
味
わ
い
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
し
で

世
界
の
人
に
出
会
え
た
「
ハ
ッ
ピ
ー
」

な
イ
ベ
ン
ト
に
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
の

花
が
咲
き
ま
し
た
。

（
広
島
市
留
学
生
会
館
） 「世界の民族衣装ファッションショー」

モンゴル屋台

留
学
生
会
館
ま
つ
り

二
〇
一
三
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昨
年
十
一
月
十
六
日
（
土
）
の
午

後
二
時
よ
り
、
広
島
市
留
学
生
会
館

研
修
室
に
お
い
て
、
留
学
生
を
対
象

に
し
た
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
日
本
で
就
職
を
し
た
い
と
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
国
人
留
学

生
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者

の
中
に
は
既
に
内
定
を
受
け
て
い
る

学
生
も
い
ま
し
た
が
、
入
社
後
の
こ

と
や
将
来
の
方
向
性
な
ど
に
不
安
を

覚
え
て
参
加
し
た
よ
う
で
し
た
。

今
回
の
内
容
は
、
日
本
企
業
で
働

い
て
い
る
中
国
人
留
学
生
（
留
学
生

会
館
の
元
入
居
者
）
三
人
が
、
自
ら

の
体
験
談
を
語
り
、
内
定
獲
得
へ
の

成
功
の
秘ひ
け
つ訣

と
、
現
在
ま
で
の
就
職

体
験
を
伝
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

最
初
に
参
加
留
学
生
全
員
が
自
己

紹
介
を
し
、
参
加
の
動
機
や
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
に
対
す
る
意
気
込
み
な
ど
を

話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昨
年
就
職

を
し
た
元
留
学
生
や
、
妻
や
子
と
暮

ら
し
な
が
ら
入
社
六
年
目
を
迎
え
た

元
留
学
生
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
十
分
間

程
度
の
体
験
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
入
社
後

に
職
場
の
人
た
ち
と
ど
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
―
シ
ョ
ン
を
図
る
か
な
ど
、
き
め

細
か
い
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
フ

リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間
を
設
け
ま
し
た
。

い
つ
の
ま
に
か
、
直
接
中
国
語
で
話

す
姿
も
み
ら
れ
、
打
ち
解
け
た
雰
囲
気

に
な
り
ま
し
た
。
予
定
終
了
時
間
を

三
十
分
も
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
、
沢

山
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
本
音
を
語

り
あ
え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

「
今
日
は
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
、

と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」「
就
職
後
、

日
本
の
企
業
風
土
に
つ
い
て
い
け
る

か
不
安
だ
っ
た
が
、
ポ
イ
ン
ト
を
い

く
つ
か
教
え
て
も
ら
っ
た
」「
内
定

が
決
ま
ら
な
く
て
も
、
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
る
な
と
励
ま
し
て
も
ら
っ
た
」

な
ど
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

広
島
市
留
学
生
会
館
は
、
平
成
十
三

年
の
開
館
当
初
か
ら
、
留
学
生
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
、
就
職
活
動
の
方
法
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
活
用
法

な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
年
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

昨
今
は
、
少
人
数
に
絞し
ぼ

り
、
留
学

生
の
立
場
に
立
っ
た
き
め
細
や
か
な

指
導
を
行
う
よ
う
配
慮
し
て
き
ま
し

た
。
過
去
の
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ
事

が
役
に
立
ち
、
お
陰
で
就
職
が
で
き

た
と
会
館
職
員
に
報
告
し
て
く
れ
る

留
学
生
も
お
り
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
開

催
の
意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。

（
広
島
市
留
学
生
会
館
）

昨
年
十
二
月
七
日
（
土
）
十
四
時
よ

り
、
留
学
生
会
館
一
階
の
交
流
ラ
ウ

ン
ジ
に
お
い
て
「
第
二
回
留
学
生
と

市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
コ
ン
サ

ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
約
百
四
十

人
の
留
学
生
・
外
国
人
・
市
民
の
み

な
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
ゆ
ず
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
な

ど
の
飲
み
物
を
用
意
し
ま
し
た
。
寒

い
日
だ
っ
た
の
で
、
身
体
が
温
ま
る

と
、
大
変
好
評
で
し
た
。

前
半
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学

大
学
院
に
在
籍
し
て
い
る
中
国
人
留

学
生
、
裴ペ

引イ
ン
イ
ン引
さ
ん
の
歌
で
、
ピ
ア

ノ
伴
奏
は
、
同
大
学
院
在
籍
中
の
タ

イ
人
留
学
生
、
シ
イ
サ
ワ
ッ
ド
・
ナ

ッ
タ
カ
ー
ン
さ
ん
で
し
た
。
中
国
語

の
歌
曲
や
オ
ペ
ラ
な
ど
六
曲
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

後
半
は
、
留
学
生
会
館
の
元
入
居

者
で
、
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
を
卒

業
し
た
韓
国
人
元
留
学
生
の
車チ
ャ

景キ
ョ
ン
シ
ル實

さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
が
美
し
い
歌
声

を
披
露
し
ま
し
た
。

車
さ
ん
は
、
留
学
生
会
館
が
開
館

し
た
平
成
十
三
年
四
月
に
、
留
学
生

と
し
て
入
居
し
ま
し
た
。
車
さ
ん
に

と
っ
て
、
久
し
ぶ
り
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

留
学
し
た
最
初
の
冬
は
大
変
寂さ
び

し
い

思
い
を
し
た
こ
と
、
し
か
し
慣
れ
て
く

る
と
日
本
が
故
郷
の
よ
う
に
な
っ
て
、

韓
国
へ
帰
国
し
て
も
早
く
日
本
に
戻
り

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、

思
い
出
話
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
七
曲
を

披
露
し
ま
し
た
。

「
千
の
風
に
な
っ
て
」、「
タ
イ
ム 　

ト
ゥ 
セ
イ 

グ
ッ
バ
イ
」
な
ど
の
曲
で

伸
び
や
か
な
声
が
響
き
わ
た
る
と
、
日

頃
は
賑に
ぎ

や
か
な
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
が
し
ん

と
静
ま
り
か
え
り
、
聴
衆
の
皆
さ
ん
は

う
っ
と
り
と
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

外
出
や
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
帰
っ
て
き
た

居
住
留
学
生
が
、
歌
声
の
美
し
さ
に
引

き
込
ま
れ
、
ラ
ウ
ン
ジ
に
立
ち
止
ま
っ

て
い
る
光
景
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、「
一
般
社
団

法
人
い
け
ば
な
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
」
の
ご
協
力
を
得
て
、
ラ
ウ
ン
ジ

で
「
い
け
ば
な
体
験
レ
ッ
ス
ン
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
五
か
国
の
留
学
生

と
日
本
人
の
十
六
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
会
場
に
飾
っ
て
あ
っ
た
大
き
な

い
け
ば
な
作
品
の
花
を
人
数
分
に
分

け
、
持
ち
帰
り
が
で
き
る
容
器
に
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
花
を
生
け
ま

し
た
。
美
し
い
音
楽
と
花
に
触
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
数
々
の
楽
し
い
交
流

が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

（
広
島
市
留
学
生
会
館
）

美しいソプラノの歌声

みんなで楽しく生け花体験

実体験を語る元留学生たち

留
学
生
の
た
め
の

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

留
学
生
Ｏ
Ｂ
か
ら
聞
く

就
活
・
就
職
体
験
談

留
学
生
と
市
民

と
の
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
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は
じ
め
に

核
兵
器
廃
絶
を
論
じ
る
世
界
的
な
潮

流
の
な
か
で
、
二
〇
一
〇
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
以
降
、
注
目
を
集
め
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
が
、
核
兵
器
を
人
道
的

側
面
か
ら
議
論
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

去
る
二
〇
一
四
年
二
月
、
メ
キ
シ
コ
の
ナ

ジ
ャ
リ
ッ
ト
に
お
い
て
、
こ
の
議
論
を

深
め
る
た
め
の
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、

百
四
十
六
か
国
の
政
府
代
表
、
赤
十

字
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
一
同
に
会
し
ま
し
た
。

私
も
、
国
際
赤
十
字
・
赤せ

き
し
ん
げ
つ

新
月
社
連

盟
（International Federation of Red 

Cross and Red Crescent Societies

／

以
下
、
連
盟
）
代
表
団
の
一
員
と
し
て
こ

の
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。

赤
十
字
と
い
え
ば
、
日
本
に
お
い
て

は
赤
十
字
病
院
に
よ
る
医
療
事
業
や
献

血
で
お
な
じ
み
の
血
液
事
業
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
は
実
は
世
界
的
に
は
稀ま

れ

で
、
赤
十
字

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は「
救
護
団
体
」

で
あ
り
、
国
内
外
の
災
害
対
策
・
災
害
対

応
事
業
こ
そ
が
お
家
芸
で
す
。
こ
こ
で
、

そ
の
赤
十
字
が
ど
の
よ
う
に
核
兵
器
問

題
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
を
、
二
〇
一
一

年
の
国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
運
動
代
表
者

会
議
で
の
第
一
決
議
（
赤
十
字
二
〇
一
一

年
決
議
）（
別
記
参
照
）
を
軸
に
、
ご
紹

介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
実
は
、
赤
十
字

こ
そ
が
昨
今
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
人
道

的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
大
い
に
牽け

ん
い
ん引
し
て
き

た
の
で
あ
り
、そ
の
根
拠
が
、ま
さ
に
「
救

護
団
体
」
で
あ
る
こ
と
な
の
で
す
。

赤
十
字
二
〇
一 

一年
決
議
の
背
景

赤
十
字
と
核
兵
器
の
付
き
合
い
は
大

変
長
く
、
一
九
四
五
年
の
広
島
へ
の
原

爆
投
下
の
お
り
、
奇
跡
的
に
全
壊
を
ま

ぬ
が
れ
た
広
島
赤
十
字
病
院
（
当
時
）

が
爆
撃
直
後
の
救
護
活
動
の
舞
台
に
な

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
投
下
か
ら
一
か
月

後
、赤
十
字
国
際
委
員
会
（International 

Com
m

ittee of the Red Cross

／
以

下
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
の
マ
ル
セ
ル
・
ジ
ュ

ノ
ー
博
士
が
外
国
人
医
師
と
し
て
初

め
て
広
島
入
り
し
、
そ
の
惨
状
を
世
に

伝
え
る
と
と
も
に
、
当
時
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と

交
渉
し
て
十
五
ト
ン
の
医
薬
品
や
医
療

資
機
材
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

一
九
四
六
年
、
赤
十
字
は
、
核
兵
器
を

無
差
別
兵
器
と
み
な
し
、
毒
ガ
ス
兵
器
、

細
菌
兵
器
な
ど
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
上

の
禁
止
兵
器
に
加
え
る
よ
う
、
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
条
約
締
約
国
政
府
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。
し
か
し
、
一
九
四
八
年
の
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
で
の
赤
十
字
国
際
会
議
で

は
、
核
兵
器
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
照

ら
し
て
非
合
法
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

「
原
子
力
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
力
を

戦
争
目
的
に
使
用
し
な
い
旨
の
誓
約
を

各
国
が
行
う
よ
う
要
請
す
る
」
と
い
う

決
議
が
な
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

人
道
援
助
の
旗
手
、
国
際
人
道
法
の
番

人
た
る
赤
十
字
で
あ
っ
て
も
、
核
兵
器

へ
の
取
り
組
み
が
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
こ
と
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
し
た
。

以
後
、
赤
十
字
が
核
兵
器
問
題
に
特

化
し
て
そ
の
立
場
を
表
明
す
る
こ
と
は

減
っ
て
い
ま
し
た
が
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
が
二
〇
一
〇
年
で

す
。
特
に
、
同
年
五
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
に
お
け
る
「
核
軍
縮
の
た
め
の

行
動
計
画
」
が
、「
す
べ
て
の
国
が
常
に

国
際
人
道
法
を
含
む
す
べ
て
の
国
際
法

を
遵
守
す
る
必
要
性
を
再
確
認
す
る
」

と
い
う
文
言
を
も
り
こ
ん
だ
こ
と
は
今

ま
で
な
か
っ
た
こ
と
で
、
赤
十
字
が
各

国
政
府
や
市
民
団
体
か
ら
、
核
兵
器
問

題
に
つ
い
て
の
見
解
を
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
国
際
人
道
法
」
の
文
言
は
「
核

軍
縮
の
た
め
の
行
動
計
画
」
の
初
案
に

は
な
く
、
ス
イ
ス
政
府
代
表
の
発
言
に

よ
り
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ

の
ス
イ
ス
政
府
の
動
き
と
、
二
〇
一
〇

年
四
月
、
在
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
各
国
政
府
代

表
団
に
対
し
て
、
当
時
の
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
総

裁
ヤ
コ
ブ
・
ケ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
氏
が
声

明
を
発
表
し
た
こ
と
は
、
た
だ
の
偶
然

の
一
致
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
同
氏
は

声
明
の
冒
頭
で
、「
核
兵
器
に
関
す
る

議
論
が
、
軍
事
的
お
よ
び
政
治
的
考
慮

の
み
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
究

極
的
に
は
人
間
の
利
益
、
人
道
法
の
基

本
原
則
お
よ
び
人
類
全
体
の
将
来
へ
の

考
慮
の
も
と
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

と
い
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
／
赤
十
字
の
見
解

の
根
本
を
説
き
、
核
兵
器
が
二
度
と
使

用
さ
れ
な
い
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
た

め
に
法
的
拘
束
力
の
あ
る
条
約
締
結
を

訴
え
て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

赤
十
字
二
〇
一 

一年
決
議
の
意
義

こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
で
出
て

き
た
の
が
二
〇
一
一
年
の
赤
十
字
決

議
で
す
が
、
実
は
そ
こ
で
注
目
す
べ

き
は
前
述
の
ケ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
発
言

の
主
張
に
加
え
、「
も
し
使
用
さ
れ
た

場
合
、
そ
の
結
果
に
対
応
で
き
る
人

道
的
援
助
能
力
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
」

つ
ま
り
、
人
道
援
助
の
当
事
者
で
あ
る

赤
十
字
と
し
て
、
核
兵
器
の
使
用
が
も

た
ら
す
人
道
的
な
結
果
に
対
し
、
何
ら

有
効
な
援
助
が
で
き
な
い
こ
と
を
主
張

し
た
点
に
あ
り
ま
す
。
赤
十
字
は
「
救

護
団
体
」
と
し
て
、
災
害
や
事
故
、
不

測
の
事
態
に
備
え
る
こ
と
を
使
命
と
し

て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
例
え
ば
原

子
力
発
電
所
の
事
故
な
ど
の
原
子
力
災

害
に
お
け
る
被
災
者
支
援
も
含
ま
れ
ま

す
。
そ
の
「
救
護
団
体
」
で
あ
る
赤
十

字
が
、「
い
か
な
る
」
核
兵
器
の
使
用
に

も
人
道
的
に
対
処
で
き
な
い
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
か
ら
こ
そ
、
こ

の
主
張
が
説
得
力
を
も
っ
て
受
け
入
れ

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
国
際
決
議
と
な
っ
た
こ
と
で
、

赤
十
字
の
主
張
が
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
い
う
ス
イ

ス
の
一
団
体
を
超
え
て
、
世
界
的
な
赤
十

字
運
動
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
っ
た
こ
と
も

重
要
で
す
。
こ
の
世
界
性
は
、
日
本
赤
十

字
社
に
と
っ
て
も
大
き
な
後
押
し
に
な
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
し
、
例
え
ば
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

加
盟
国
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
赤
十
字
や
、
同

じ
く
核
の
傘
の
も
と
に
あ
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
赤
十
字
に
つ
い
て
も
そ
う
で
す
。

プロフィール
〔おおやま　ひろと〕

1972年生まれ。香川県出身。一橋
大学社会学部卒業後、英国ラン
カスター大学で国際関係学修士
号を取得。1999年日本赤十字社
入社。国際部国際救援課、スイス
の国際赤十字・赤新月社連盟事
務局出向などを経て、2009年12
月より現職。

核兵器廃絶への人道的
アプローチに赤十字が
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赤
十
字
二
〇
一 

一
年
決
議
の
影
響
―
共
同

声
明
、
オ
ス
ロ
会
議
、
メ
キ
シ
コ
会
議

政
府
間
協
議
の
場
で
核
兵
器
の
人

道
的
影
響
に
着
目
す
る
と
い
う
実
績
は
、

そ
の
後
着
々
と
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
の
赤
十
字
決
議

の
翌
年
、
二
〇
一
二
年
五
月
の
二
〇
一
五

年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
第
一
回
準
備
会

合
（
ウ
イ
ー
ン
）
に
お
い
て
、
ス
イ
ス

政
府
代
表
が
、
赤
十
字
決
議
の
主
張
を

踏
ま
え
た
「
核
軍
縮
の
人
道
的
側
面
に

関
す
る
共
同
声
明
」
を
十
六
か
国
の
共

同
署
名
で
発
表
し
ま
し
た
。
以
後
、
同

様
の
共
同
声
明
へ
の
署
名
国
は
同
年
十

月
に
は
三
十
五
か
国
（
国
際
総
会
第
一

委
員
会
）、
二
〇
一
三
年
四
月
に
は
八
十

か
国
（
二
〇
一
五
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
第
二
回
準
備
会
合
）、
そ
し
て
四
回
目

と
な
る
同
年
十
月
の
共
同
声
明
署
名
国

は
、
日
本
を
含
む
百
二
十
五
か
国
に
達

し
ま
し
た
（
国
連
総
会
第
一
委

員
会
）。
二
〇
一
三
年
三
月
に
は
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
が
「
核
兵
器

の
人
道
的
影
響
に
関
す
る
会
議
」

を
主
催
し
ま
し
た
が
、
こ
の
会

議
は
百
二
十
七
か
国
の
政
府
代

表
を
集
め
ま
し
た
。
こ
の
会
議

の
冒
頭
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
ペ
ー
タ

ー
・
マ
ウ
ラ
ー
総
裁
は
、
赤
十

字
と
し
て
核
兵
器
使
用
に
人
道

的
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
を
改

め
て
声
高
に
表
明
し
て
い
ま
す
。

先
月
、
二
〇
一
四
年
二
月
に

開
催
さ
れ
た
ば
か
り
の
メ
キ
シ

コ
会
議
は
、
こ
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
会
議
を

ど
の
よ
う
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
き
る

か
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
ず
会

議
の
参
加
国
が
百
二
十
七
か
国
か
ら

百
四
十
六
か
国
へ
と
さ
ら
に
増
え
た
こ

と
は
成
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
内
容

面
で
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
カ
バ
ー
さ
れ

な
か
っ
た
「
リ
ス
ク
管
理
」、
つ
ま
り
機

械
の
誤
認
や
人
為
的
ミ
ス
に
よ
る
誤
発

射
の
可
能
性
、
ハ
ッ
カ
ー
に
よ
る
シ
ス

テ
ム
へ
の
侵
入
な
ど
、
核
兵
器
を
維
持

管
理
・
運
用
す
る
こ
と
そ
の
も
の
の
危

う
さ
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
回

は
、
国
連
と
し
て
も
核
兵
器
の
使
用
に

対
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
有
事
の
国
際
的
な
支
援

調
整
や
事
前
の
対
策
も
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

メ
キ
シ
コ
会
議
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で

始
め
ら
れ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
（
証
拠
）
に

基
づ
く
核
兵
器
の
人
道
的
影
響
の
検
証

が
さ
ら
に
充
実
し
た
こ
と
を
受
け
、
今

後
の
人
道
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
核
兵
器
廃

絶
に
向
け
た
具
体
的
な
行
動
を
と
る

こ
と
に
大
き
な
期
待
を
表
明
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
会
議
、
メ
キ

シ
コ
会
議
の
い
ず
れ
に
も
、
核
兵
器
保

有
国
五
か
国
は
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
欠

席
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府

が
メ
キ
シ
コ
に
続
く
国
際
会
議
を
年
内

に
主
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
て
い
く
の
か
が

注
目
さ
れ
ま
す
。

赤
十
字
と
し
て
の
課
題
と
展
望

二
〇
一
一
年
の
赤
十
字
決
議
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
、
赤
十
字
は

二
〇
一
三
年
に
新
た
な
関
連
決
議
を
採

択
し
ま
し
た
。
そ
の
目
玉
は
、
赤
十
字

運
動
の
各
構
成
員
に
む
け
た
行
動
計
画

が
示
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

日
本
赤
十
字
社
も
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

決
議
と
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
決
議
の
存
在
は
、
日
本
赤
十
字
社
に

と
っ
て
、
被
爆
国
の
赤
十
字
で
あ
る
と

い
う
道
義
的
使
命
感
に
加
え
て
、
明
確

か
つ
論
理
的
な
動
機
、
大
義
名
分
に
な

っ
て
お
り
、
ま
ず
も
っ
て
自
ら
の
組
織

の
六
万
人
を
超
え
る
有
給
職
員
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
こ
の
決
議
を
よ
り
一

層
浸
透
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
は
日
本
に
限
っ
た
こ
と

で
は
な
い
よ
う
で
、
例
え
ば
欧
州
の
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
赤
十
字
社
も
同
じ
課

題
を
共
有
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
な
お
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
赤
十
字
社
に
は
、

今
後
グ
ル
ー
プ
と
し
て
何
ら
か
の
共
同

行
動
を
検
討
し
て
い
く
よ
う
な
動
き
も

み
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
こ
う
し
た
グ
ル

ー
プ
の
動
向
が
人
道
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に

お
け
る
鍵
を
握
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

二
〇
一
一
年
、
二
〇
一
三
年
の
赤
十
字

決
議
は
あ
く
ま
で
も
オ
ー
ル
赤
十
字
の

決
議
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
二
〇
一
五
年

十
一
月
に
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
締
約
国

が
参
加
す
る
「
赤
十
字
国
際
会
議
」
が

控
え
て
お
り
、
こ
れ
が
赤
十
字
に
と
っ

て
、
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
る
次
の
最
重

要
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。
そ
れ
に
先
立

ち
、
前
述
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
会
議
、

そ
し
て
二
〇
一
五
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
と
重
要
な
政
府
間
会
議
も
目
白
押
し

で
、
今
後
も
赤
十
字
と
し
て
、
し
ば
ら

く
国
際
情
勢
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

赤
十
字
と
同
じ
く
、「
平
和
首
長
会

議
」
は
「
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
の
都

市
連
帯
推
進
計
画
」
と
い
う
明
確
な
目

的
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
た
世
界
性
が
強

み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
「
平
和

首
長
会
議
」
が
こ
の
強
み
を
、
こ
れ
ま

で
に
ど
の
よ
う
な
形
で
発
揮
し
て
こ
ら

れ
た
の
か
、
そ
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な

展
開
を
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
赤
十

字
と
し
て
学
ぶ
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い

と
思
い
ま
す
し
、
互
い
に
切せ

っ
さ磋

琢た
く
ま磨

し

て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
別
記
）
赤
十
字
二
〇
一 

一年
決
議
概
要

・
赤
十
字
と
し
て
の
二
つ
の
主
張

① 

核
兵
器
の
使
用
が
、
国
際
人
道
法
の

定
め
る
理
念
と
一
般
的
に
両
立
し
な
い

こ
と
。
→
一
九
九
六
年
に
国
際
司
法
裁

判
所
が
出
し
た
同
様
の
勧
告
的
意
見
へ

の
支
持

② 

も
し
使
用
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
結

果
に
対
応
で
き
る
人
道
的
援
助
能
力
が

欠
如
し
て
い
る
こ
と
。
→
現
実
的
に
起

こ
り
う
る
事
態
に
対
し
、
誰
も
が
適
切

に
対
応
で
き
な
い
こ
と
へ
の
注
意
喚
起

・
各
国
政
府
お
よ
び
各
国
赤
十
字
・
赤
新

月
社
に
対
す
る
要
請

① 

各
国
政
府
に
対
し
、
核
兵
器
の
使

用
に
か
か
る
法
律
上
の
解
釈
論
に
関
わ

ら
ず
、
人
道
的
観
点
か
ら
、
核
兵
器
を

使
用
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

② 

各
国
政
府
に
対
し
、
現
存
す
る
国

際
的
な
義
務
や
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
基

礎
と
し
、
法
的
拘
束
力
を
持
つ
国
際
的

合
意
に
よ
っ
て
、
核
兵
器
の
使
用
を
禁

じ
、
完
全
な
る
廃
絶
を
す
る
た
め
の
早

急
か
つ
決
定
を
伴
う
交
渉
を
行
い
、
結

論
を
導
く
こ
と
を
求
め
る
。

③ 

各
国
の
赤
十
字
・
赤
新
月
社
に
対

し
、「
人
道
外
交
」
を
駆
使
し
、
一
般

市
民
、
科
学
者
、
医
療
従
事
者
な
ど
に

対
し
、
核
兵
器
の
も
た
ら
す
破
滅
的
な

被
害
、
核
兵
器
の
使
用
に
起
因
す
る
国

際
人
道
法
上
の
問
題
、
そ
し
て
こ
れ
ら

の
兵
器
の
使
用
禁
止
と
廃
絶
に
つ
な
が

る
具
体
的
行
動
の
必
要
性
に
つ
い
て
啓

発
活
動
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

④ 

各
国
赤
十
字
・
赤
新
月
社
に
対
し
、

同
じ
く
「
人
道
外
交
」
を
駆
使
し
て
、

各
国
政
府
に
、
赤
十
字
の
こ
う
し
た
核

兵
器
問
題
に
お
け
る
見
解
を
普
及
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

クリスティーン・ビヤーリＩＣＲＣ副総裁による開会の辞
（於：メキシコ会議）
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グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
キ
ム
・
テ
ィ
エ
ン

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
保
健

大
臣資

料
館
を
見
学
し
て
、
戦
争
の

惨
劇
を
目
の
当
た
り
に
し
、
悲
し

み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
ま
す
。

世
界
が
平
和
に
な
る
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
。
困
難
を
乗
り
越
え
復

興
を
成
し
遂
げ
た
日
本
は
素
晴
ら

し
い
手
本
で
あ
り
、
そ
の
強
い
精

神
に
敬
意
と
称
賛
を
表
し
ま
す
。

（
二
〇
一
三
年
四
月
二
日
）

サ
リ
ー
・
フ
ェ
ガ
ン
＝
ワ
イ
レ
ス

国
連
訓
練
調
査
研
究
所
（
ユ
ニ
タ

ー
ル
）
本
部
長

新
し
い
世
代
そ
れ
ぞ
れ
が
広
島

の
教
訓
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
こ
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
決
し
て
再

び
繰
り
返
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

平
和
を
教
え
る
こ
と
は
、
重
要

課
題
で
あ
り
、
広
島
の
悲
劇
に
意
味

を
持
た
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

平
和
使
節
は
こ
れ
か
ら
も
継
続

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ユ
ニ

タ
ー
ル
は
わ
ず
か
で
も
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
広
め
る
手
助
け
が
で
き
る
こ

と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

（
二
〇
一
三
年
四
月
二
十
六
日
）

マ
ス
ー
ド
・
ビ
ン
・
モ
メ
ン

駐
日
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
民
共
和

国
大
使

非
常
に
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。

世
界
は
決
し
て
こ
の
種
の
破
壊

を
経
験
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
は
団
結
し
て
核
兵

器
及
び
核
実
験
に
対
し
「
ノ
ー
」

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
二
〇
一
三
年
五
月
二
十
二
日
）

エ
ラ
ル
ド
・
エ
ス
カ
ラ

駐
日
ペ
ル
ー
共
和
国
大
使

こ
の
訪
問
を
通
し
、
胸
が
引
き

裂
か
れ
、
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

我
々
は
、
大
量
破
壊
兵
器
の
完

全
撲
滅
と
非
核
化
を
訴
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
二
〇
一
三
年
五
月
二
十
六
日
）

沈
斯
淳

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処

人
類
の
平
和
の
た
め
、
と
も
に

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

（
二
〇
一
三
年
七
月
五
日
）

ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ハ
リ
・
バ
コ
ス
タ

ネ
パ
ー
ル
首
相
府
次
官

広
島
の
原
子
爆
弾
に
よ
る
被
害

を
知
り
、
大
変
心
を
痛
め
て
お
り

ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
か
ら
日
本
及
び
日
本

国
民
の
皆
様
の
平
和
と
繁
栄
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
二
〇
一
三
年
八
月
二
十
四
日
）

（
総 

務 

課
）

今
年
度
上
半
期
（
平
成
二
十
五

年
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
〇
日
ま

で
）
の
広
島
平
和
記
念
資
料
館
芳

名
録
よ
り
、
本
年
二
月
二
十
八
日

時
点
で
掲
載
許
可
が
得
ら
れ
た
も

の
を
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

平成25年度
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